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Q1
男性 ⼥性 その他 答えたくない

度数(⼈) 294 133 1 5 n=433
割合 67.9% 30.7% 0.2% 1.2%

Q2
20代以下 30代 40代 50代 60代以上 答えたくない

度数(⼈) 12 99 137 117 61 6 n=432
割合 2.8% 22.9% 31.7% 27.1% 14.1% 1.4%

Q3
教授 准教授 専任講師 助教 助⼿・医員 答えたくない

度数(⼈) 128 113 37 98 26 12 n=414
割合 30.9% 27.3% 8.9% 23.7% 6.3% 2.9%

Q4
⼈⽂社会科
学 ⾃然科学 医⻭薬学 その他 答えたくない

度数(⼈) 110 157 142 3 7 n=419
割合 26.3% 37.5% 33.9% 0.7% 1.7%

Q5

38.75時間
未満

38.75時間
以上50時間
未満

50時間以上
60時間未満

60時間以上
70時間未満

70時間以上
80時間未満 80時間以上

度数(⼈) 29 107 137 86 42 28 n=429
割合 6.8% 24.9% 31.9% 20.0% 9.8% 6.5%

Q6

※平成28年度社会⽣活基本調査「妻の家事時間階級」に沿って集計

なし 1時間未満 1時間以上2
時間未満

2時間以上3
時間未満

3時間以上4
時間未満

4時間以上5
時間未満

5時間以上6
時間未満 6時間以上

度数(⼈) 8 54 150 103 48 22 17 26 n=428
割合 1.9% 12.6% 35.0% 24.1% 11.2% 5.1% 4.0% 6.1%

Q7
学（院）内
業務 教育業務 研究 休憩・睡眠 家族と⼀緒に

過ごす
家事・育児・
介護

趣味・余暇
活動 その他

度数(⼈) 8 10 173 149 162 43 203 2 n=436
割合 1.8% 2.3% 39.7% 34.2% 37.2% 9.9% 46.6% 0.5%

Q8

1 そう思う 2 どちらかとい
えばそう思う

3 どちらかとい
えばそう思わ
ない

4 思わない

度数(⼈) 40 156 69 171 n=436
割合 9.2% 35.8% 15.8% 39.2%

度数(⼈) 23 85 115 213 n=436
割合 5.3% 19.5% 26.4% 48.9%

度数(⼈) 8 36 116 276 n=436
割合 1.8% 8.3% 26.6% 63.3%

度数(⼈) 269 122 18 27 n=436
割合 61.7% 28.0% 4.1% 6.2%

Q9
1 とてもあて
はまる

2 ややあては
まる

3 どちらともい
えない

4 あまりあて
はまらない

5 全くあては
まらない

度数(⼈) 46 129 102 82 76 n=435
割合 10.6% 29.7% 23.4% 18.9% 17.5%

度数(⼈) 22 81 148 98 86 n=435
割合 5.1% 18.6% 34.0% 22.5% 19.8%

度数(⼈) 20 137 138 80 60 n=435
割合 4.6% 31.5% 31.7% 18.4% 13.8%

度数(⼈) 23 104 151 85 72 n=435
割合 5.3% 23.9% 34.7% 19.5% 16.6%

度数(⼈) 16 105 108 86 120 n=435
割合 3.7% 24.1% 24.8% 19.8% 27.6%

度数(⼈) 78 174 84 56 43 n=435
割合 17.9% 40.0% 19.3% 12.9% 9.9%

(6) ロールモデルとなるような理系の⼥性研
究者・教員が少ないため

(1) 家族を（経済的に）養うのは男性の役割だ

(2) ⼦どもが3歳くらいまでは、⺟親は仕事を持たず、育児
に専念すべきだ

(3) 男性は外で働き、⼥性は家庭を守るべきである

(4) 男性と⼥性は、どちらも仕事と家事・育児・介護の両
⽴ができたほうがよい

(1) ⼥性は⽂系、男性は理系という社会
通念のため
(2) ⾼校で⼥性には⽂系、男性には理系
の進路を勧めるため
(3) ⼥⼦⽣徒は⽂系の、男⼦⽣徒は理系
の職業に就きたいという志向があるため
(4) 親が⼥性には⽂系、男性には理系の
進路を期待するため
(5) ⼥性は⽂系科⽬が得意で、男性は理
数系科⽬が得意であるため

あなたの性別を教えてください。

あなたは2021年2⽉1⽇現在で何歳ですか。

あなたの現在の職位は、次のうちどれですか。

あなたの専⾨分野は、次のうちどれですか。

あなたは、1 週間に平均何時間くらい仕事（教育・研究・学内⾏政業務を含む）に費やしていますか。⾃宅での仕事時間も含めて答えてください。

あなたは、平⽇1⽇に平均何時間くらい家事（炊事、洗濯、掃除、買い物、家計管理など家庭での⽇常⽣活に関する様々な仕事や作業）・育児・介護に費やし
ていますか。（半⾓の数値を直接⼊⼒してください）

次の意⾒について、あなたはどのように思いますか。あなたの気持ちにもっとも近いものを選び、それぞれの回答欄の該当するものを選択してください。

もし、あなたに、今、1⽇3時間の⾃由な時間ができた場合、次のうちどの活動に使いたいですか。（チェックは 2 つまで）

⼥⼦学⽣の⽐率は、⽂系では⽐較的多く、理系では⽐較的少ない傾向にあります。その理由として、以下の事柄はどの程度あてはまると思いますか。

資料１．ダイバーシティに関するアンケート集計結果

１－１．教員

ダイバーシティに関するアンケート［教員］集計結果
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Q10

1 とてもあて
はまる

2 ややあては
まる

3 どちらともい
えない

4 あまりあて
はまらない

5 全くあては
まらない

度数(⼈) 43 74 134 91 93 n=435
割合 9.9% 17.0% 30.8% 20.9% 21.4%

度数(⼈) 12 27 102 106 188 n=435
割合 2.8% 6.2% 23.4% 24.4% 43.2%

度数(⼈) 11 89 99 90 146 n=435
割合 2.5% 20.5% 22.8% 20.7% 33.6%

度数(⼈) 60 182 94 54 45 n=435
割合 13.8% 41.8% 21.6% 12.4% 10.3%

度数(⼈) 20 112 119 82 102 n=435
割合 4.6% 25.7% 27.4% 18.9% 23.4%

度数(⼈) 55 149 113 64 54 n=435
割合 12.6% 34.3% 26.0% 14.7% 12.4%

度数(⼈) 112 175 94 30 24 n=435
割合 25.7% 40.2% 21.6% 6.9% 5.5%

Q11

評価できる どちらかという
と評価できる

どちらかという
と評価できな
い

評価できない
男⼥共同参
画室の取り組
みを知らない

度数(⼈) 42 190 44 17 105 n=398
割合 10.6% 47.7% 11.1% 4.3% 26.4%

Q12(1)
⼗分に図られ
ている

やや図られて
いる

あまり図られ
ていない

全く図られて
いない わからない

度数(⼈) 35 190 108 14 86 n=433
割合 8.1% 43.9% 24.9% 3.2% 19.9%

Q13(1)

⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 32 242 119 11 29 n=433
割合 7.4% 55.9% 27.5% 2.5% 6.7%

Q14(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 31 190 59 3 146 n=429
割合 7.2% 44.3% 13.8% 0.7% 34.0%

Q15(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 25 141 77 11 176 n=430
割合 5.8% 32.8% 17.9% 2.6% 40.9%

Q16(1)

⾒聞きしたこ
とがある

⾒聞きしたこ
とはない わからない

度数(⼈) 56 295 76 n=427
割合 13.1% 69.1% 17.8%

Q17(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 5 46 150 86 139 n=426
割合 1.2% 10.8% 35.2% 20.2% 32.6%

Q18(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 9 75 81 15 242 n=422
割合 2.1% 17.8% 19.2% 3.6% 57.3%

Q19(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 4 52 105 19 242 n=422
割合 0.9% 12.3% 24.9% 4.5% 57.3%

(1) 採⽤する側に男性を優先する意識があ
る

(2) ⼥性⾃⾝の能⼒が不⾜している

(3) ⼥性⾃⾝の意欲が不⾜している

(4) ⼥性にとって育児期間後の復帰が困
難である

(5) ⼥性は早期に離職する可能性が⾼い

(6) ⼥性が専攻する分野に偏りがある

(7) 応募者の⼥性⽐率そのものが低い

現在、岡⼭⼤学の⼥性教員の在職⽐率は19.4%（専任教員・2020年度）であり、⼥⼦学⽣の在籍⽐率39.6% (2020年度）と⽐べて少ない状況です。そ
の理由として以下の事柄はどの程度あてはまると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティに配慮した設備（トイレ・更⾐室等）が整備されていると思いますか。

本学で、セクシュアルマイノリティヘの差別的な⾔動や場⾯を⾒聞きしたことがありますか。（⼤学キャンパス内外を問わず、正課外活動や懇親会など本学が実施する
諸活動を含みます。）

本学では、障がい者・障がい学⽣が、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、障がい者・障がい学⽣が必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

本学では、障がい者・障がい学⽣に配慮したバリアフリー設備（点字や⾳声等情報保障のある案内・トイレ・スロープ・エレベーター等）が整備されていると思います
か。

本学では、障害者差別解消法が定められていることについて、周知が図られていると思いますか。

岡⼭⼤学におけるこれまでの男⼥共同参画室の取り組みを評価できますか。

本学では、セクシュアルマイノリティが、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティが必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。
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Q20(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 27 178 104 13 107 n=429
割合 6.3% 41.5% 24.2% 3.0% 24.9%

Q21(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 24 141 85 10 167 n=427
割合 5.6% 33.0% 19.9% 2.3% 39.1%

Q22

1 とても有効 2 やや有効 3 どちらともい
えない

4 あまり有効
でない

5 全く有効で
ない

度数(⼈) 198 148 69 17 3 n=435
割合 45.5% 34.0% 15.9% 3.9% 0.7%

度数(⼈) 282 105 38 4 6 n=435
割合 64.8% 24.1% 8.7% 0.9% 1.4%

度数(⼈) 281 101 44 4 5 n=435
割合 64.6% 23.2% 10.1% 0.9% 1.1%

度数(⼈) 267 102 56 6 4 n=435
割合 61.4% 23.4% 12.9% 1.4% 0.9%

度数(⼈) 250 133 44 7 1 n=435
割合 57.5% 30.6% 10.1% 1.6% 0.2%

度数(⼈) 250 133 42 9 1 n=435
割合 57.5% 30.6% 9.7% 2.1% 0.2%

度数(⼈) 247 138 38 10 2 n=435
割合 56.8% 31.7% 8.7% 2.3% 0.5%

度数(⼈) 192 128 90 14 11 n=435
割合 44.1% 29.4% 20.7% 3.2% 2.5%

度数(⼈) 251 117 53 7 7 n=435
割合 57.7% 26.9% 12.2% 1.6% 1.6%

度数(⼈) 127 122 142 29 15 n=435
割合 29.2% 28.0% 32.6% 6.7% 3.4%

度数(⼈) 154 131 126 13 11 n=435
割合 35.4% 30.1% 29.0% 3.0% 2.5%

度数(⼈) 117 160 120 24 14 n=435
割合 26.9% 36.8% 27.6% 5.5% 3.2%

度数(⼈) 201 162 54 10 8 n=435
割合 46.2% 37.2% 12.4% 2.3% 1.8%

度数(⼈) 165 150 95 13 12 n=435
割合 37.9% 34.5% 21.8% 3.0% 2.8%

度数(⼈) 170 158 76 20 11 n=435
割合 39.1% 36.3% 17.5% 4.6% 2.5%

度数(⼈) 209 138 62 13 13 n=435
割合 48.0% 31.7% 14.3% 3.0% 3.0%

度数(⼈) 134 142 117 21 21 n=435
割合 30.8% 32.6% 26.9% 4.8% 4.8%

度数(⼈) 137 108 139 27 24 n=435
割合 31.5% 24.8% 32.0% 6.2% 5.5%

Q23

度数(⼈) n=406
割合

Q24

度数(⼈)
割合

度数(⼈)
割合

度数(⼈)
割合

9.9%

4
1.3%

18
5.7%

17.5%
55 61

19.4%
52

16.6%

75
23.9%

30
9.6%

22
7.0%

9
2.9%

11.8%

（保育所に通えない時の）
病児・病後児保育 学内学童保育所（常設） 育児に関する費⽤補助・休

暇・復職⽀援制度の充実

介護に関する費⽤補助・休
暇・復職⽀援制度の充実

疾患の治療と仕事の両⽴に
関する費⽤補助・休暇・復
職⽀援制度の充実

在宅勤務制度
セクシュアル・ハラスメントやア
カデミック・ハラスメントのない
環境づくり

⼥性教員の積極的採⽤制
度

短時間勤務制度 研究者のためのメンタープロ
グラム

障がい者に配慮した設備、
⽀援、制度

セクシュアルマイノリティに配
慮した設備、⽀援、制度

外国⼈教員や留学⽣のため
の⽇本語教育の充実

60
19.1%

51
16.2%

37
11.8%

17
5.4%

115
36.6%

67

育児・介護と研究・教育を
両⽴するための相談窓⼝ 学内保育所

21.3%

(13) 障がい者に配慮した設備、⽀援、制度

(1) 育児・介護と研究・教育を両⽴するための相談窓⼝

(2) 学内保育所

(3) （保育所に通えない時の）病児・病後児保育

(4) 学内学童保育所（常設）

(5) 育児に関する費⽤補助・休暇・復職⽀援制度の充実

(6) 介護に関する費⽤補助・休暇・復職⽀援制度の充実

(14) セクシュアルマイノリティに配慮した設備、⽀援、制度

(15) 外国⼈教員や留学⽣のための⽇本語教育の充実

(16) 外国⼈教員や留学⽣に配慮した情報伝達のしくみ
（英語・やさしい⽇本語での表記、⽂書のデータ提供）
(17) 定年退職後に利⽤可能な幅広い職務や処遇のあ
る再雇⽤制度

(18) ⻑時間労働を評価しない⼈事評価制度

51.0%

(7) 疾患の治療と仕事の両⽴に関する費⽤補助・休暇・
復職⽀援制度の充実

(8) 在宅勤務制度

(9) セクシュアル・ハラスメントやアカデミック・ハラスメントのな
い環境づくり

(10) ⼥性教員の積極的採⽤制度

(11) 短時間勤務制度

(12) 研究者のためのメンタープログラム

【Q23で、「今、必要である」または「今は必要ではないが、将来必要になると思う」を選択した⽅にお尋ねします】あなた⾃⾝が岡⼭⼤学での研究・教育を継続する
上で、今、あるいは将来もっとも必要と思われる⽀援を次のうちから 3 つまで選んでください。

あなた⾃⾝が岡⼭⼤学での研究・教育を継続する上で、Q22に掲げたような⽀援を今、あるいは将来必要としていますか。または過去に必要としていましたか 。

⼀般的に、⼤学での研究・教育職がより魅⼒的になり、また⼤学での研究・教育を継続しやすくなるために、次のような⽀援は有効だと思いますか。

本学では、海外からの研究者・学⽣が、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、海外からの研究者・学⽣が必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

27.3%
111

今、必要である 今は必要ではないが、将来
必要になると思う

今は必要ではないが、過去
に必要としていた

過去も、今も、将来も必要
ではない

207 48 40

157



度数(⼈) n=314
割合

Q25

1 いつも感じ
る

2 とてもよく感
じる 3 よく感じる 4 時々感じる 5 めったに感

じない
6 ほとんど感
じない

7 そのように
感じたことは
⼀度もない

度数(⼈) 34 53 107 156 45 24 12 n=431
割合 7.9% 12.3% 24.8% 36.2% 10.4% 5.6% 2.8%

度数(⼈) 33 53 98 143 64 26 14 n=431
割合 7.7% 12.3% 22.7% 33.2% 14.8% 6.0% 3.2%

度数(⼈) 60 95 139 111 11 11 4 n=431
割合 13.9% 22.0% 32.3% 25.8% 2.6% 2.6% 0.9%

度数(⼈) 51 83 112 125 33 17 10 n=431
割合 11.8% 19.3% 26.0% 29.0% 7.7% 3.9% 2.3%

度数(⼈) 39 60 99 119 65 27 22 n=431
割合 9.0% 13.9% 23.0% 27.6% 15.1% 6.3% 5.1%

度数(⼈) 62 90 94 111 37 26 11 n=431
割合 14.4% 20.9% 21.8% 25.8% 8.6% 6.0% 2.6%

度数(⼈) 88 125 91 95 15 10 7 n=431
割合 20.4% 29.0% 21.1% 22.0% 3.5% 2.3% 1.6%

度数(⼈) 45 78 103 131 48 18 8 n=431
割合 10.4% 18.1% 23.9% 30.4% 11.1% 4.2% 1.9%

度数(⼈) 61 85 101 133 27 16 8 n=431
割合 14.2% 19.7% 23.4% 30.9% 6.3% 3.7% 1.9%

Q26
1 とてもそう
思う

2 ややそう思
う

3 どちらともい
えない

4 あまりそう
思わない

5 全くそう思
わない

度数(⼈) 33 66 152 107 73 n=431
割合 7.7% 15.3% 35.3% 24.8% 16.9%

度数(⼈) 155 140 68 50 18 n=431
割合 36.0% 32.5% 15.8% 11.6% 4.2%

度数(⼈) 62 150 119 73 27 n=431
割合 14.4% 34.8% 27.6% 16.9% 6.3%

度数(⼈) 80 139 104 75 33 n=431
割合 18.6% 32.3% 24.1% 17.4% 7.7%

度数(⼈) 15 23 108 98 187 n=431
割合 3.5% 5.3% 25.1% 22.7% 43.4%

度数(⼈) 52 66 102 106 105 n=431
割合 12.1% 15.3% 23.7% 24.6% 24.4%

度数(⼈) 11 37 93 123 167 n=431
割合 2.6% 8.6% 21.6% 28.5% 38.7%

度数(⼈) 41 61 88 120 121 n=431
割合 9.5% 14.2% 20.4% 27.8% 28.1%

度数(⼈) 18 35 87 131 160 n=431
割合 4.2% 8.1% 20.2% 30.4% 37.1%

度数(⼈) 86 116 105 81 43 n=431
割合 20.0% 26.9% 24.4% 18.8% 10.0%

度数(⼈) 19 34 93 123 162 n=431
割合 4.4% 7.9% 21.6% 28.5% 37.6%

Q27

よく知っていた ある程度知っ
ていた

あまり知らな
かった

全く知らなかっ
た

度数(⼈) 56 161 93 121 n=431
割合 13.0% 37.4% 21.6% 28.1%

Q28

0 1 2 3 4 5 6
度数(⼈) 9 5 10 21 13 64 59

割合 2.1% 1.2% 2.3% 4.9% 3.1% 15.0% 13.8%
7 8 9 10

度数(⼈) 111 100 27 7 n=426
割合 26.1% 23.5% 6.3% 1.6%

37
11.8%

54
17.2%

42
13.4%

9
2.9%

その他　具体的に

外国⼈教員や留学⽣に配
慮しだ情報伝達のしくみ
（英語・やさしい⽇本語での
表記、⽂書のデータ提供）

定年退職後に利⽤可能な
幅広い職務や処遇のある再
雇⽤制度

⻑時間労働を評価しない⼈
事評価制度

(3) 仕事に熱⼼である

(4) 仕事は、私に活⼒を与
えてくれる
(5) 朝に⽬が覚めると、さあ
仕事へ⾏こう、という気持ち
(6) 仕事に没頭していると
き、幸せだと感じる
(7) ⾃分の仕事に誇りを感
じる
(8) 私は仕事にのめり込んで
いる
(9) 仕事をしていると、つい
夢中になってしまう

(11) 研究⽣活について家族や周囲の理
解が少ない

(4) 体⼒的にきつい時がある

(5) 研究室の雰囲気が男性または⼥性中
⼼でなじめないことがある
(6) 困ったときに気軽に相談できる同性が
⾝近にいない

(7) 学⽣との⼈間関係に悩んでいる

(8) 教員間の⼈間関係に悩んでいる

(9) 職員との⼈間関係に悩んでいる

(10) 家族のための時間が⼗分に確保でき
ない

(1) 研究や実験などの拘束時間が⻑い

(2) 研究のための時間が⼗分に確保できな
い
(3) 教育のための時間が⼗分に確保できな
い

(1) 仕事をしていると、活⼒
がみなぎるように感じる
(2) 職場では、元気が出て
精⼒的になるように感じる

あなた⾃⾝の現在の幸福度についての質問です。ハシゴを想像してみてください。ハシゴの各段には数字が降ってあり、ハシゴを上るにつれて数字は⼤きくなっていきま
す。最下段は“０'ʼで、最上段ぱʻ10”です。最上段はあなたにとってʼ'最⾼の⼈⽣“で、最下段は'ʼ最低の⼈⽣ʻʻです。今現在、あなたはハシゴの何段⽬に⽴っていると
思いますか。

あなたは、ウェルビーイングの概念を知っていましたか。

あなたは、岡⼭⼤学で研究・教育をする上で、次のようなことを感じていますか。

あなたは、岡⼭⼤学で研究・教育をする上で、次のようなことを感じていますか。
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Q29

知っていた 知らなかった
度数(⼈) 175 232 n=407

割合 43.0% 57.0%

Q31

⽇本 ⽇本以外
⽇本と⽇本
以外の多重
国籍

答えたくない

度数(⼈) 395 28 0 8 n=431
割合 91.6% 6.5% 0.0% 1.9%

Q32

任期なし（テ
ニュア・トラック
を含む）

任期付き 答えたくない

度数(⼈) 334 77 12 n=423
割合 79.0% 18.2% 2.8%

Q33

現在、配偶
者がいる

いない（死別
または離別し
た）

いない（結婚
したことはな
い）

答えたくない

度数(⼈) 338 21 65 4 n=428
割合 79.0% 4.9% 15.2% 0.9%

Q34

無職 パートタイム
勤務

フルタイム勤
務 ⾃営業 その他 答えたくない

度数(⼈) 92 83 120 20 8 11 n=334
割合 27.5% 24.9% 35.9% 6.0% 2.4% 3.3%

Q35
いる いない 答えたくない

度数(⼈) 168 236 10 n=414
割合 40.6% 57.0% 2.4%

Q36
介護が必要
な近親者と同
居している

介護が必要
な近親者と別
居している

介護が必要
な近親者は
いない

答えたくない

度数(⼈) 13 103 284 30 n=430
割合 3.0% 24.0% 66.0% 7.0%

あなたに介護を必要とする近親者はいますか。

あなたに⾼校⽣までのお⼦さんはいますか。

【Q33で「現在、配偶者がいる」を選択した⽅にお尋ねします】配偶者の勤務状況について、次のうちあてはまるものを選択してください。

あなたには、現在、配偶者がいますか。 （婚姻届の有無は問いません）

あなたの雇⽤契約は次のうち、どちらですか。

あなたの国籍は次のうち、どれですか。

岡⼭⼤学では、すべての構成員が働きやすく学びやすい⼤学を指⽬して、平成21年度に  策定された「岡⼭⼤学ダイバーシティポリシー」を⾒直し、 「岡⼭⼤学ダイ
バーシティ＆インクルージョンポリシー」の策定を進めています。岡⼭⼤学にダイバーシティポリシーがあることをあなたは知っていましたか。
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ダイバーシティに関するアンケート［職員］集計結果

Q1
男性 ⼥性 その他 答えたくない

度数(⼈) 292 747 4 8 n=1051
割合 27.8% 71.1% 0.4% 0.8%

Q2
20代以下 30代 40代 50代 60代以上 答えたくない

度数(⼈) 156 224 325 261 59 15 n=1040
割合 15.0% 21.5% 31.3% 25.1% 5.7% 1.4%

Q3
事務職員 技術職員 医療系職員 その他 答えたくない

度数(⼈) 586 103 225 129 5 n=1048
割合 55.9% 9.8% 21.5% 12.3% 0.5%

Q4

管理職 管理職では
ない 答えたくない

度数(⼈) 90 951 11 n=1052
割合 8.6% 90.4% 1.0%

Q5

38.75時間
未満

38.75時間
以上50時間
未満

50時間以上
60時間未満

60時間以上
70時間未満

70時間以上
80時間未満 80時間以上

度数(⼈) 372 504 120 30 8 6 n=1040
割合 35.8% 48.5% 11.5% 2.9% 0.8% 0.6%

Q6

※平成28年度社会⽣活基本調査「妻の家事時間階級」に沿って集計

なし 1時間未満 1時間以上2
時間未満

2時間以上3
時間未満

3時間以上4
時間未満

4時間以上5
時間未満

5時間以上6
時間未満 6時間以上

度数(⼈) 14 47 198 224 161 122 101 139 n=1006
割合 1.4% 4.7% 19.7% 22.3% 16.0% 12.1% 10.0% 13.8%

Q7

1 そう思う 2 どちらかとい
えばそう思う

3 どちらかとい
えばそう思わ
ない

4 思わない

度数(⼈) 50 394 249 368 n=1061
割合 4.7% 37.1% 23.5% 34.7%

度数(⼈) 52 229 322 452 n=1055
割合 4.9% 21.7% 30.5% 42.8%

度数(⼈) 13 108 305 634 n=1060
割合 1.2% 10.2% 28.8% 59.8%

度数(⼈) 712 257 37 55 n=1061
割合 67.1% 24.2% 3.5% 5.2%

Q8

1 とてもあて
はまる

2 ややあては
まる

3 どちらともい
えない

4 あまりあて
はまらない

5 全くあては
まらない

度数(⼈) 151 306 370 137 83 n=1047
割合 14.4% 29.2% 35.3% 13.1% 7.9%

度数(⼈) 10 61 295 334 349 n=1049
割合 1.0% 5.8% 28.1% 31.8% 33.3%

度数(⼈) 36 269 336 215 191 n=1047
割合 3.4% 25.7% 32.1% 20.5% 18.2%

度数(⼈) 244 477 209 82 35 n=1047
割合 23.3% 45.6% 20.0% 7.8% 3.3%

度数(⼈) 53 293 369 199 131 n=1045
割合 5.1% 28.0% 35.3% 19.0% 12.5%

Q9

顕著にある 少しある どちらともいえ
ない ほとんどない 全くない

度数(⼈) 21 94 233 417 265 n=1030
割合 2.0% 9.1% 22.6% 40.5% 25.7%

(1) 家族を（経済的に）養うのは男性の役割だ

(2) ⼦どもが3歳くらいまでは、⺟親は仕事を持たず、育児
に専念すべきだ

(3) 男性は外で働き、⼥性は家庭を守るべきである

(4) 男性と⼥性は、どちらも仕事と家事・育児・介護の両
⽴ができたほうがよい

(1) 評価する側に男性を優先する意識があ
る

(2) ⼥性⾃⾝の能⼒が不⾜している

(3) ⼥性⾃⾝の意欲が不⾜している

(4) ⼥性にとって家庭責任との両⽴が困難
である

(5) ⼥性は早期に離職する可能性が⾼い

あなたの職種は次のうちどれにあたりますか。

あなたは2021年2⽉1⽇現在で何歳ですか。

あなたの性別を教えてください。

あなたの現在の職場では、男⼥で担当する業務について、差別的な取り扱いがあると思いますか。

現在、岡⼭⼤学の⼥性管理職の⽐率は、19% (2020年度）と低い状況です。その理由として以下の事柄はどの程度あてはまると思いますか。

次の意⾒について、あなたはどのように思いますか。あなたの気持ちにもっとも近いものを選び、それぞれの回答欄の該当するものを選択してください。

あなたは、平⽇1⽇に平均何時間くらい家事（炊事、洗濯、掃除、買い物、家計管理など家庭での⽇常⽣活に関する様々な仕事や作業）・育児・介護に費やし
ていますか。（半⾓の数値を直接⼊⼒してください）

あなたは、1 週間に平均何時間くらい職務に費やしていますか。

あなたは現在管理職ですか。

１－２．職員
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Q11

ぜひともこのよ
うな取り組み
は必要だ

どちらかといえ
ばこのような
取り組みは必
要だ

どちらともいえ
ない

このような取り
組みはあまり
必要ではない

このような取り
組みは全く必
要ではない

度数(⼈) 459 429 125 12 2 n=1027
割合 44.7% 41.8% 12.2% 1.2% 0.2%

Q12(1)
⼗分に図られ
ている

やや図られて
いる

あまり図られ
ていない

全く図られて
いない わからない

度数(⼈) 78 341 316 35 269 n=1039
割合 7.5% 32.8% 30.4% 3.4% 25.9%

Q13(1)

⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 73 598 231 12 134 n=1048
割合 7.0% 57.1% 22.0% 1.1% 12.8%

Q14(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 80 348 136 9 461 n=1034
割合 7.7% 33.7% 13.2% 0.9% 44.6%

Q15(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 63 261 178 15 522 n=1039
割合 6.1% 25.1% 17.1% 1.4% 50.2%

Q16(1)

⾒聞きしたこ
とがある

⾒聞きしたこ
とはない わからない

度数(⼈) 96 738 220 n=1054
割合 9.1% 70.0% 20.9%

Q17(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 21 117 384 166 362 n=1050
割合 2.0% 11.1% 36.6% 15.8% 34.5%

Q18(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 17 159 213 38 609 n=1036
割合 1.6% 15.3% 20.6% 3.7% 58.8%

Q19(1)
⼗分に図られ
ている

やや図られて
いる

あまり図られ
ていない

全く図られて
いない わからない

度数(⼈) 11 102 282 56 577 n=1028
割合 1.1% 9.9% 27.4% 5.4% 56.1%

Q20(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 41 349 158 12 482 n=1042
割合 3.9% 33.5% 15.2% 1.2% 46.3%

Q21(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 43 259 139 12 592 n=1045
割合 4.1% 24.8% 13.3% 1.1% 56.7%

Q22

1 とても有効 2 やや有効 3 どちらともい
えない

4 あまり有効
でない

5 全く有効で
ない

度数(⼈) 526 351 127 37 8 n=1049
割合 50.1% 33.5% 12.1% 3.5% 0.8%

度数(⼈) 716 239 75 11 3 n=1044
割合 68.6% 22.9% 7.2% 1.1% 0.3%

(1) 育児・介護と職務を両⽴するための相談窓⼝

(2) 学内保育所

本学では、障がい者・障がい学⽣が必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

本学では、障がい者・障がい学⽣に配慮したバリアフリー設備（点字や⾳声等情報保障のある案内・トイレ・スロープ・エレベーター等）が整備されていると思います
か。

本学では、障害者差別解消法が定められていることについて、周知が図られていると思いますか。

あなたは、⼤学内での男⼥共同参画を進める取り組みについてどう思いますか。

⼀般的に、⼤学での職務がより魅⼒的になり、また⼤学での職務を継続しやすくなるために、次のような⽀援は有効だと思いますか。

本学では、海外からの研究者・学⽣が、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、海外からの研究者・学⽣が必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティが、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティが必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティに配慮した設備（トイレ・更⾐室等）が整備されていると思いますか。

本学で、セクシュアルマイノリティヘの差別的な⾔動や場⾯を⾒聞きしたことがありますか。（⼤学キャンパス内外を問わず、正課外活動や懇親会など本学が実施する
諸活動を含みます。）

本学では、障がい者・障がい学⽣が、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。
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度数(⼈) 738 227 63 10 4 n=1042
割合 70.8% 21.8% 6.0% 1.0% 0.4%

度数(⼈) 640 257 131 10 6 n=1044
割合 61.3% 24.6% 12.5% 1.0% 0.6%

度数(⼈) 710 254 68 9 2 n=1043
割合 68.1% 24.4% 6.5% 0.9% 0.2%

度数(⼈) 721 256 58 7 2 n=1044
割合 69.1% 24.5% 5.6% 0.7% 0.2%

度数(⼈) 692 270 73 7 3 n=1045
割合 66.2% 25.8% 7.0% 0.7% 0.3%

度数(⼈) 458 294 228 41 20 n=1041
割合 44.0% 28.2% 21.9% 3.9% 1.9%

度数(⼈) 682 269 75 11 9 n=1046
割合 65.2% 25.7% 7.2% 1.1% 0.9%

度数(⼈) 426 314 256 34 13 n=1043
割合 40.8% 30.1% 24.5% 3.3% 1.2%

度数(⼈) 544 314 157 23 8 n=1046
割合 52.0% 30.0% 15.0% 2.2% 0.8%

度数(⼈) 584 351 96 10 7 n=1048
割合 55.7% 33.5% 9.2% 1.0% 0.7%

度数(⼈) 512 350 164 10 6 n=1042
割合 49.1% 33.6% 15.7% 1.0% 0.6%

度数(⼈) 494 375 153 13 6 n=1041
割合 47.5% 36.0% 14.7% 1.2% 0.6%

度数(⼈) 554 352 120 12 6 n=1044
割合 53.1% 33.7% 11.5% 1.1% 0.6%

度数(⼈) 471 332 190 35 15 n=1043
割合 45.2% 31.8% 18.2% 3.4% 1.4%

度数(⼈) 431 260 279 38 35 n=1043
割合 41.3% 24.9% 26.7% 3.6% 3.4%

Q23

度数(⼈) n=970
割合

Q24

度数(⼈)

割合

度数(⼈)

割合

度数(⼈)

割合

度数(⼈)

割合

Q25

1 いつも感じ
る

2 とてもよく感
じる 3 よく感じる 4 時々感じる 5 めったに感

じない
6 ほとんど感
じない

7 そのように
感じたことは
⼀度もない

度数(⼈) 33 49 159 473 212 93 32 n=1051
割合 3.1% 4.7% 15.1% 45.0% 20.2% 8.8% 3.0%

度数(⼈) 35 51 181 431 205 110 37 n=1050
割合 3.3% 4.9% 17.2% 41.0% 19.5% 10.5% 3.5%

度数(⼈) 70 113 322 403 87 38 16 n=1049
割合 6.7% 10.8% 30.7% 38.4% 8.3% 3.6% 1.5%

あなたは、岡⼭⼤学で職務をする上で、次のようなことを感じていますか。

介護に関する費⽤補助・休
暇・復職⽀援制度の充実

疾患の治療と仕事の両⽴に
関する費⽤補助・休暇・復
職⽀援制度の充実

(3) （保育所に通えない時の）病児・病後児保育

(4) 学内学童保育所（常設）

(5) 育児に関する費⽤補助・休暇・復職⽀援制度の充実

(6) 介護に関する費⽤補助・休暇・復職⽀援制度の充実

(7) 疾患の治療と仕事の両⽴に関する費⽤補助・休暇・
復職⽀援制度の充実

(1) 仕事をしていると、活⼒
がみなぎるように感じる
(2) 職場では、元気が出て
精⼒的になるように感じる

(3) 仕事に熱⼼である

2.1%

定年退職後に利⽤可能な
幅広い職務や処遇のある再
雇⽤制度

⻑時間労働を評価しない⼈
事評価制度 その他　具体的に

148 98 16 n=767

19.3% 12.8%

17 7 19

17.2% 5.1% 2.2% 0.9% 2.5%

44.3% 27.9% 22.8% 10.7% 4.8%

短時間勤務制度 障がい者に配慮した設備、
⽀援、制度

セクシュアルマイノリティに配
慮した設備、⽀援、制度

外国⼈教員や留学⽣のため
の⽇本語教育の充実

外国⼈教員や留学⽣に配
慮しだ情報伝達のしくみ
（英語・やさしい⽇本語での
表記、⽂書のデータ提供）

132 39

340 214 175 82 37

25.0%

192

育児・介護と職務を両⽴す
るための相談窓⼝ 学内保育所 （保育所に通えない時の）

病児・病後児保育 学内学童保育所（常設） 育児に関する費⽤補助・休
暇・復職⽀援制度の充実

124 120 96 189

16.2% 15.6% 12.5%

14.2% 5.7%

(16) 定年退職後に利⽤可能な幅広い職務や処遇のあ
る再雇⽤制度

(17) ⻑時間労働を評価しない⼈事評価制度

24.5%

【Q23で、「今、必要である」または「今は必要ではないが、将来必要になると思う」を選択した⽅にお尋ねします】あなた⾃⾝が岡⼭⼤学での職務を継続する上で、
今、あるいは将来もっとも必要と思われる⽀援を次のうちから 3 つまで選んでください。

在宅勤務制度
セクシュアル・ハラスメントやパ
ワー・ハラスメントのない環境
づくり

⼥性職員の積極的採⽤・登
⽤制度

24.6%

(8) 在宅勤務制度

(9) セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントのない環
境づくり

(10) ⼥性職員の積極的採⽤・登⽤制度

(11) 短時間勤務制度

(12) 障がい者に配慮した設備、⽀援、制度

(13) セクシュアルマイノリティに配慮した設備、⽀援、制度

(14) 外国⼈教員や留学⽣のための⽇本語教育の充実

(15) 外国⼈教員や留学⽣に配慮した情報伝達のしくみ
（英語・やさしい⽇本語での表記、⽂書のデータ提供）

238

今、必要である 今は必要ではないが、将来
必要になると思う

今は必要ではないが、過去
に必要としていた

過去も、今も、将来も必要
ではない

539 138 55
55.6%

あなた⾃⾝が岡⼭⼤学での職務を継続する上で、Q22に掲げたような⽀援を今、あるいは将来必要としていますか。または過去に必要としていましたか 。
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度数(⼈) 55 92 233 393 159 87 30 n=1049
割合 5.2% 8.8% 22.2% 37.5% 15.2% 8.3% 2.9%

度数(⼈) 49 47 179 359 230 126 60 n=1050
割合 4.7% 4.5% 17.0% 34.2% 21.9% 12.0% 5.7%

度数(⼈) 38 60 164 380 227 127 55 n=1051
割合 3.6% 5.7% 15.6% 36.2% 21.6% 12.1% 5.2%

度数(⼈) 66 121 229 420 116 75 21 n=1048
割合 6.3% 11.5% 21.9% 40.1% 11.1% 7.2% 2.0%

度数(⼈) 28 57 140 375 276 112 59 n=1047
割合 2.7% 5.4% 13.4% 35.8% 26.4% 10.7% 5.6%

度数(⼈) 41 73 171 439 206 80 40 n=1050
割合 3.9% 7.0% 16.3% 41.8% 19.6% 7.6% 3.8%

Q26
1 おおいに問
題を感じてい
る

2 やや問題を
感じている

3 あまり問題
を感じていな
い

4 全く問題を
感じていない

度数(⼈) 118 288 454 190 n=1050
割合 11.2% 27.4% 43.2% 18.1%

度数(⼈) 169 332 429 119 n=1049
割合 16.1% 31.6% 40.9% 11.3%

度数(⼈) 61 159 545 284 n=1049
割合 5.8% 15.2% 52.0% 27.1%

度数(⼈) 62 163 603 214 n=1042
割合 6.0% 15.6% 57.9% 20.5%

度数(⼈) 99 258 504 187 n=1048
割合 9.4% 24.6% 48.1% 17.8%

度数(⼈) 108 238 492 213 n=1051
割合 10.3% 22.6% 46.8% 20.3%

度数(⼈) 96 243 469 194 n=1002
割合 9.6% 24.3% 46.8% 19.4%

（7)は不備により，⼀部の対象者に実施できていない。

Q27

よく知っていた ある程度知っ
ていた

あまり知らな
かった

全く知らなかっ
た

度数(⼈) 35 219 301 473 n=1028
割合 3.4% 21.3% 29.3% 46.0%

Q28

0 1 2 3 4 5 6
度数(⼈) 5 12 31 82 81 208 159

割合 0.5% 1.2% 3.1% 8.1% 8.0% 20.5% 15.7%
7 8 9 10

度数(⼈) 192 186 32 25 n=1013
割合 19.0% 18.4% 3.2% 2.5%

Q29

知っていた 知らなかった
度数(⼈) 350 627 n=977

割合 35.8% 64.2%

Q31
常勤 ⾮常勤 答えたくない

度数(⼈) 687 312 19 n=1018
割合 67.5% 30.6% 1.9%

Q32

現在、配偶
者がいる

いない（死別
または離別し
た）

いない（結婚
したことはな
い）

答えたくない

度数(⼈) 656 63 277 16 n=1012
割合 64.8% 6.2% 27.4% 1.6%

Q33
無職 パートタイム勤務フルタイム勤務⾃営業 その他 答えたくない

度数(⼈) 61 93 434 32 18 10 n=648
割合 9.4% 14.4% 67.0% 4.9% 2.8% 1.5%

Q34
いる いない 答えたくない

度数(⼈) 345 591 17 n=953
割合 36.2% 62.0% 1.8%

(8) 私は仕事にのめり込んで
いる
(9) 仕事をしていると、つい
夢中になってしまう

(1) 職場の物理的環境（設備，スペース
など）

(2) 給与

(4) 仕事は、私に活⼒を与
えてくれる
(5) 朝に⽬が覚めると、さあ
仕事へ⾏こう、という気持ち
(6) 仕事に没頭していると
き、幸せだと感じる
(7) ⾃分の仕事に誇りを感
じる

あなたに⾼校⽣までのお⼦さんはいますか。

【Q32で「現在、配偶者がいる」を選択した⽅にお尋ねします】配偶者の勤務状況について、次のうちあてはまるものを選択してください。

あなたには、現在、配偶者がいますか。 （婚姻届の有無は問いません）

あなたの勤務体系は次のうち、どちらですか。

岡⼭⼤学では、すべての構成員が働きやすく学びやすい⼤学を指⽬して、平成21年度に  策定された「岡⼭⼤学ダイバーシティポリシー」を⾒直し、 「岡⼭⼤学ダイ
バーシティ＆インクルージョンポリシー」の策定を進めています。岡⼭⼤学にダイバーシティポリシーがあることをあなたは知っていましたか。

あなた⾃⾝の現在の幸福度についての質問です。ハシゴを想像してみてください。ハシゴの各段には数字が降ってあり、ハシゴを上るにつれて数字は⼤きくなっていきま
す。最下段は“０'ʼで、最上段ぱʻ10”です。最上段はあなたにとってʼ'最⾼の⼈⽣“で、最下段は'ʼ最低の⼈⽣ʻʻです。今現在、あなたはハシゴの何段⽬に⽴っていると
思いますか。

あなたは、ウェルビーイングの概念を知っていましたか。

次の事項について、あなたは現在、問題を感じていますか。

(3) 休⽇・休暇制度

(4) 福利厚⽣

(5) 仕事と家庭⽣活の両⽴

(6) 仕事を離れた⾃由時間の確保

(7) 職場での⼈間関係
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Q35
介護が必要
な近親者と同
居している

介護が必要
な近親者と別
居している

介護が必要
な近親者は
いない

答えたくない

度数(⼈) 67 217 707 48 n=1037
割合 6.5% 20.9% 68.2% 4.6%

あなたに介護を必要とする近親者はいますか。
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ダイバーシティに関するアンケート［附属学校教員］集計結果

Q1
男性 ⼥性 その他 答えたくない

度数(⼈) 12 16 0 0 n=28
割合 42.9% 57.1% 0.0% 0.0%

Q2
20代以下 30代 40代 50代 60代以上 答えたくない

度数(⼈) 4 14 7 3 1 0 n=29
割合 13.8% 48.3% 24.1% 10.3% 3.4% 0.0%

Q3

38.75時間
未満

38.75時間
以上50時間
未満

50時間以上
60時間未満

60時間以上
70時間未満

70時間以上
80時間未満 80時間以上

度数(⼈) 1 5 10 10 1 2 n=29
割合 3.4% 17.2% 34.5% 34.5% 3.4% 6.9%

Q4

なし 1時間未満 1時間以上2
時間未満

2時間以上3
時間未満

3時間以上4
時間未満

4時間以上5
時間未満

5時間以上6
時間未満 6時間以上

度数(⼈) 0 4 9 7 5 1 3 0 n=29
割合 0.0% 13.8% 31.0% 24.1% 17.2% 3.4% 10.3% 0.0%

Q5
校務分掌業
務 教育業務 研究 休憩・睡眠 家族と⼀緒に

過ごす
家事・育児・
介護

趣味・余暇
活動 その他

度数(⼈) 0 3 1 14 9 7 18 1 n=29
割合 0.0% 10.3% 3.4% 48.3% 31.0% 24.1% 62.1% 3.4%

Q6

1 そう思う 2 どちらかとい
えばそう思う

3 どちらかとい
えばそう思わ
ない

4 思わない

度数(⼈) 1 10 5 13 n=29
割合 3.4% 34.5% 17.2% 44.8%

度数(⼈) 1 6 10 12 n=29
割合 3.4% 20.7% 34.5% 41.4%

度数(⼈) 0 2 6 21 n=29
割合 0.0% 6.9% 20.7% 72.4%

度数(⼈) 24 5 0 0 n=29
割合 82.8% 17.2% 0.0% 0.0%

Q7
1 とてもあて
はまる

2 ややあては
まる

3 どちらともい
えない

4 あまりあて
はまらない

5 全くあては
まらない

度数(⼈) 4 12 4 6 3 n=29
割合 13.8% 41.4% 13.8% 20.7% 10.3%

度数(⼈) 1 0 3 8 17 n=29
割合 3.4% 0.0% 10.3% 27.6% 58.6%

度数(⼈) 1 6 5 5 12 n=29
割合 3.4% 20.7% 17.2% 17.2% 41.4%

度数(⼈) 5 15 4 2 3 n=29
割合 17.2% 51.7% 13.8% 6.9% 10.3%

度数(⼈) 1 6 10 10 2 n=29
割合 3.4% 20.7% 34.5% 34.5% 6.9%

Q8

顕著にある 少しある どちらともいえ
ない ほとんどない 全くない

度数(⼈) 1 3 7 8 10 n=29
割合 3.4% 10.3% 24.1% 27.6% 34.5%

Q10

ぜひともこのよ
うな取り組み
は必要だ

どちらかといえ
ばこのような
取り組みは必
要だ

どちらともいえ
ない

このような取り
組みはあまり
必要ではない

このような取り
組みは全く必
要ではない

度数(⼈) 17 11 1 0 0 n=29
割合 58.6% 37.9% 3.4% 0.0% 0.0%

(1) 家族を（経済的に）養うのは男性の役割だ

(2) ⼦どもが3歳くらいまでは、⺟親は仕事を持たず、育児
に専念すべきだ

(3) 男性は外で働き、⼥性は家庭を守るべきである

(4) 男性と⼥性は、どちらも仕事と家事・育児・介護の両
⽴ができたほうがよい

(1) 採⽤する側に男性を優先する意識があ
る

(2) ⼥性⾃⾝の能⼒が不⾜している

(3) ⼥性⾃⾝の意欲が不⾜している

(4) ⼥性にとって家庭責任との両⽴が困難
である

(5) ⼥性は早期に離職する可能性が⾼い

あなたは、⼤学内での男⼥共同参画を進める取り組みについてどう思いますか。

あなたの現在の職場では、男⼥で担当する業務について、差別的な取り扱いがあると思いますか。

現在、教育現場の⼥性管理職の⽐率は低い状況です。 その理由として以下の事柄はどの程度あてはまると思いますか。

次の意⾒について、あなたはどのように思いますか。あなたの気持ちにもっとも近いものを選び、それぞれの回答欄の該当するものを選択してください。

もし、あなたに、今、1⽇3時間の⾃由な時間ができた場合、次のうちどの活動に使いたいですか。（チェックは 2 つまで）

あなたは、平⽇1⽇に平均何時間くらい家事（炊事、洗濯、掃除、買い物、家計管理など家庭での⽇常⽣活に関する様々な仕事や作業）・育児・介護に費やし
ていますか。（半⾓の数値を直接⼊⼒してください）

あなたは、1 週間に平均何時間くらい職務に費やしていますか。

あなたは2021年2⽉1⽇現在で何歳ですか。

あなたの性別を教えてください。

１－３．附属学校教員
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Q11(1)
⼗分に図られ
ている

やや図られて
いる

あまり図られ
ていない

全く図られて
いない わからない

度数(⼈) 4 13 6 0 5 n=28
割合 14.3% 46.4% 21.4% 0.0% 17.9%

Q12(1)

⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 3 12 7 0 6 n=28
割合 10.7% 42.9% 25.0% 0.0% 21.4%

Q13(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 1 15 4 2 6 n=28
割合 3.6% 53.6% 14.3% 7.1% 21.4%

Q14(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 0 13 4 2 9 n=28
割合 0.0% 46.4% 14.3% 7.1% 32.1%

Q15(1)

⾒聞きしたこ
とがある

⾒聞きしたこ
とはない わからない

度数(⼈) 0 19 9 n=28
割合 0.0% 67.9% 32.1%

Q16(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 0 5 10 3 9 n=27
割合 0.0% 18.5% 37.0% 11.1% 33.3%

Q17(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 1 2 7 0 18 n=28
割合 3.6% 7.1% 25.0% 0.0% 64.3%

Q18(1)
⼗分に図られ
ている

やや図られて
いる

あまり図られ
ていない

全く図られて
いない わからない

度数(⼈) 0 1 7 1 19 n=28
割合 0.0% 3.6% 25.0% 3.6% 67.9%

Q19(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 2 4 3 1 18 n=28
割合 7.1% 14.3% 10.7% 3.6% 64.3%

Q20(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 2 4 3 1 18 n=28
割合 7.1% 14.3% 10.7% 3.6% 64.3%

Q21

1 とても有効 2 やや有効 3 どちらともい
えない

4 あまり有効
でない

5 全く有効で
ない

度数(⼈) 15 8 6 0 0 n=29
割合 51.7% 27.6% 20.7% 0.0% 0.0%

度数(⼈) 14 12 2 1 0 n=29
割合 48.3% 41.4% 6.9% 3.4% 0.0%

度数(⼈) 17 8 4 0 0 n=29
割合 58.6% 27.6% 13.8% 0.0% 0.0%

度数(⼈) 14 8 5 2 0 n=29
割合 48.3% 27.6% 17.2% 6.9% 0.0%

度数(⼈) 19 8 2 0 0 n=29
割合 65.5% 27.6% 6.9% 0.0% 0.0%

度数(⼈) 19 8 2 0 0 n=29
割合 65.5% 27.6% 6.9% 0.0% 0.0%

(1) 育児・介護と研究・教育を両⽴するための相談窓⼝

(2) 学内保育所

(3) （保育所に通えない時の）病児・病後児保育

(4) 学内学童保育所（常設）

(5) 育児に関する費⽤補助・休暇・復職⽀援制度の充実

(6) 介護に関する費⽤補助・休暇・復職⽀援制度の充実

本学では、障がい者・障がい学⽣・⽣徒・児童・園児に配慮したバリアフリー設備（点字や⾳声等情報保障のある案内・トイレ・スロープ・エレベーター等）が整備さ
れていると思いますか。

本学では、障害者差別解消法が定められていることについて、周知が図られていると思いますか。

⼀般的に、附属学校園での研究・教育がより魅⼒的になり、また附属学校園での研究・教育を継続しやすくなるために、次のような⽀援は有効だと思いますか。

本学では、海外からの研究者・児童・⽣徒・学⽣・ALTが、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、海外からの研究者・児童・⽣徒・学⽣・ALTが必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティが、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティが必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティに配慮した設備（トイレ・更⾐室等）が整備されていると思いますか。

本学で、セクシュアルマイノリティヘの差別的な⾔動や場⾯を⾒聞きしたことがありますか。（⼤学キャンパス内外を問わず、正課外活動や懇親会など本学が実施する
諸活動を含みます。）

本学では、障がい者・障がい学⽣・⽣徒・児童・園児が、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、障がい者・障がい学⽣・⽣徒・児童・園児が必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。
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度数(⼈) 19 7 3 0 0 n=29
割合 65.5% 24.1% 10.3% 0.0% 0.0%

度数(⼈) 8 7 8 6 0 n=29
割合 27.6% 24.1% 27.6% 20.7% 0.0%

度数(⼈) 18 9 2 0 0 n=29
割合 62.1% 31.0% 6.9% 0.0% 0.0%

度数(⼈) 12 9 7 1 0 n=29
割合 41.4% 31.0% 24.1% 3.4% 0.0%

度数(⼈) 12 8 7 2 0 n=29
割合 41.4% 27.6% 24.1% 6.9% 0.0%

度数(⼈) 16 7 6 0 0 n=29
割合 55.2% 24.1% 20.7% 0.0% 0.0%

度数(⼈) 16 6 6 1 0 n=29
割合 55.2% 20.7% 20.7% 3.4% 0.0%

度数(⼈) 12 8 7 2 0 n=29
割合 41.4% 27.6% 24.1% 6.9% 0.0%

度数(⼈) 14 7 8 0 0 n=29
割合 48.3% 24.1% 27.6% 0.0% 0.0%

Q22

度数(⼈) n=26
割合

Q23

度数(⼈)

割合

度数(⼈)

割合

度数(⼈)

割合

度数(⼈)

割合

Q24

1 いつも感じ
る

2 とてもよく感
じる 3 よく感じる 4 時々感じる 5 めったに感

じない
6 ほとんど感
じない

7 そのように
感じたことは
⼀度もない

度数(⼈) 0 0 4 16 8 0 0 n=28
割合 0.0% 0.0% 14.3% 57.1% 28.6% 0.0% 0.0%

度数(⼈) 1 0 3 15 6 3 0 n=28
割合 3.6% 0.0% 10.7% 53.6% 21.4% 10.7% 0.0%

度数(⼈) 1 0 9 16 1 1 0 n=28
割合 3.6% 0.0% 32.1% 57.1% 3.6% 3.6% 0.0%

度数(⼈) 0 1 7 13 7 0 0 n=28
割合 0.0% 3.6% 25.0% 46.4% 25.0% 0.0% 0.0%

度数(⼈) 1 0 4 9 5 5 4 n=28
割合 3.6% 0.0% 14.3% 32.1% 17.9% 17.9% 14.3%

度数(⼈) 0 1 6 9 7 5 0 n=28
割合 0.0% 3.6% 21.4% 32.1% 25.0% 17.9% 0.0%

度数(⼈) 1 0 12 9 5 1 0 n=28
割合 3.6% 0.0% 42.9% 32.1% 17.9% 3.6% 0.0%

度数(⼈) 0 1 5 11 5 6 0 n=28
割合 0.0% 3.6% 17.9% 39.3% 17.9% 21.4% 0.0%

度数(⼈) 0 0 6 9 9 4 0 n=28
割合 0.0% 0.0% 21.4% 32.1% 32.1% 14.3% 0.0%

(7) 疾患の治療と仕事の両⽴に関する費⽤補助・休暇・
復職⽀援制度の充実

(4) 仕事は、私に活⼒を与
えてくれる
(5) 朝に⽬が覚めると、さあ
仕事へ⾏こう、という気持ち
(6) 仕事に没頭していると
き、幸せだと感じる
(7) ⾃分の仕事に誇りを感
じる
(8) 私は仕事にのめり込んで
いる
(9) 仕事をしていると、つい
夢中になってしまう

4.0%

(1) 仕事をしていると、活⼒
がみなぎるように感じる
(2) 職場では、元気が出て
精⼒的になるように感じる

(3) 仕事に熱⼼である

あなたは、岡⼭⼤学で研究・教育をする上で、次のようなことを感じていますか。

その他　具体的に

1 n=25

6 2 1 3 7

24.0% 8.0% 4.0% 12.0% 28.0%

40.0% 24.0% 20.0% 8.0% 0.0%

短時間勤務制度 障がい者に配慮した設備、
⽀援、制度

セクシュアルマイノリティに配
慮した設備、⽀援、制度

定年退職後に利⽤可能な
幅広い職務や処遇のある再
雇⽤制度

⻑時間労働を評価しない⼈
事評価制度

介護に関する費⽤補助・休
暇・復職⽀援制度の充実

疾患の治療と仕事の両⽴に
関する費⽤補助・休暇・復
職⽀援制度の充実

在宅勤務制度
セクシュアル・ハラスメントやパ
ワー・ハラスメントのない環境
づくり

⼥性管理職の積極的採⽤・
登⽤制度

10 6 5 2 0

(15) ⻑時間労働を評価しない⼈事評価制度

あなた⾃⾝が岡⼭⼤学での研究・教育を継続する上で、Q21に掲げたような⽀援を今、あるいは将来必要としていますか。または過去に必要としていましたか 。

20.0%

5

育児・介護と研究・教育を
両⽴するための相談窓⼝ 学内保育所 （保育所に通えない時の）

病児・病後児保育 学内学童保育所（常設） 育児に関する費⽤補助・休
暇・復職⽀援制度の充実

6 5 1 6

24.0% 20.0% 4.0% 24.0%

【Q22で、「今、必要である」または「今は必要ではないが、将来必要になると思う」を選択した⽅にお尋ねします】あなた⾃⾝が岡⼭⼤学での研究・教育を継続する
上で、今、あるいは将来もっとも必要と思われる⽀援を次のうちから 3 つまで選んでください。

(8) 在宅勤務制度

(9) セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントのない環
境づくり

(10) ⼥性管理職の積極的採⽤・登⽤制度

(11) 短時間勤務制度

(12) 障がい者に配慮した設備、⽀援、制度

(13) セクシュアルマイノリティに配慮した設備、⽀援、制度

(14) 定年退職後に利⽤可能な幅広い職務や処遇のあ
る再雇⽤制度

今、必要である 今は必要ではないが、将来
必要になると思う

今は必要ではないが、過去
に必要としていた

過去も、今も、将来も必要
ではない

10 15 1 0
38.5% 57.7% 3.8% 0.0%
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Q25
1 とてもそう
思う

2 ややそう思
う

3 どちらともい
えない

4 あまりそう
思わない

5 全くそう思
わない

度数(⼈) 9 14 4 2 0 n=29
割合 31.0% 48.3% 13.8% 6.9% 0.0%

度数(⼈) 4 15 8 1 1 n=29
割合 13.8% 51.7% 27.6% 3.4% 3.4%

度数(⼈) 6 16 5 2 0 n=29
割合 20.7% 55.2% 17.2% 6.9% 0.0%

度数(⼈) 9 15 3 2 0 n=29
割合 31.0% 51.7% 10.3% 6.9% 0.0%

度数(⼈) 3 0 6 12 8 n=29
割合 10.3% 0.0% 20.7% 41.4% 27.6%

度数(⼈) 5 3 6 10 5 n=29
割合 17.2% 10.3% 20.7% 34.5% 17.2%

度数(⼈) 3 2 7 15 2 n=29
割合 10.3% 6.9% 24.1% 51.7% 6.9%

度数(⼈) 1 4 7 15 2 n=29
割合 3.4% 13.8% 24.1% 51.7% 6.9%

度数(⼈) 5 7 6 7 4 n=29
割合 17.2% 24.1% 20.7% 24.1% 13.8%

度数(⼈) 11 9 5 2 2 n=29
割合 37.9% 31.0% 17.2% 6.9% 6.9%

度数(⼈) 3 1 6 13 6 n=29
割合 10.3% 3.4% 20.7% 44.8% 20.7%

Q26

よく知っていた ある程度知っ
ていた

あまり知らな
かった

全く知らなかっ
た

度数(⼈) 1 6 9 11 n=27
割合 3.7% 22.2% 33.3% 40.7%

Q27

0 1 2 3 4 5 6
度数(⼈) 0 0 0 2 3 6 4

割合 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 11.5% 23.1% 15.4%
7 8 9 10

度数(⼈) 5 5 0 1 n=26
割合 19.2% 19.2% 0.0% 3.8%

Q28

知っていた 知らなかった
度数(⼈) 7 19 n=26

割合 26.9% 73.1%

Q30
常勤 ⾮常勤 答えたくない

度数(⼈) 26 2 0 n=28
割合 92.9% 7.1% 0.0%

Q31

現在、配偶
者がいる

いない（死別
または離別し
た）

いない（結婚
したことはな
い）

答えたくない

度数(⼈) 16 0 12 0 n=28
割合 57.1% 0.0% 42.9% 0.0%

Q32

無職 パートタイム
勤務

フルタイム勤
務 ⾃営業 その他 答えたくない

度数(⼈) 1 3 10 1 0 1 n=16
割合 6.3% 18.8% 62.5% 6.3% 0.0% 6.3%

Q33
いる いない 答えたくない

度数(⼈) 10 16 1 n=27
割合 37.0% 59.3% 3.7%

(4) 体⼒的にきつい時がある

(5) 学校園の雰囲気が男性または⼥性中
⼼でなじめないことがある
(6) 困ったときに気軽に相談できる同性が
⾝近にいない

(7) 児童・⽣徒との⼈間関係に悩んでいる

(8) 保護者との⼈間関係に悩んでいる

(9) 教職員間の⼈間関係に悩んでいる

(10) 家族のための時間が⼗分に確保でき
ない
(11) 研究・教育⽣活について家族や周囲
の理解が少ない

(1) 研究や教育などの拘束時間が⻑い

(2) 研究のための時間が⼗分に確保できな
い
(3) 教育のための時間が⼗分に確保できな
い

あなたに⾼校⽣までのお⼦さんはいますか。

【Q31で「現在、配偶者がいる」を選択した⽅にお尋ねします】配偶者の勤務状況について、次のうちあてはまるものを選択してください。

あなたには、現在、配偶者がいますか。 （婚姻届の有無は問いません）

あなたの勤務体系は次のうち、どちらですか。

岡⼭⼤学では、すべての構成員が働きやすく学びやすい⼤学を指⽬して、平成21年度に  策定された「岡⼭⼤学ダイバーシティポリシー」を⾒直し、 「岡⼭⼤学ダイ
バーシティ＆インクルージョンポリシー」の策定を進めています。岡⼭⼤学にダイバーシティポリシーがあることをあなたは知っていましたか。

あなた⾃⾝の現在の幸福度についての質問です。ハシゴを想像してみてください。ハシゴの各段には数字が降ってあり、ハシゴを上るにつれて数字は⼤きくなっていきま
す。最下段は“０'ʼで、最上段ぱʻ10”です。最上段はあなたにとってʼ'最⾼の⼈⽣“で、最下段は'ʼ最低の⼈⽣ʻʻです。今現在、あなたはハシゴの何段⽬に⽴っていると
思いますか。

あなたは、ウェルビーイングの概念を知っていましたか。

あなたは、岡⼭⼤学で研究・教育をする上で、次のようなことを感じていますか。
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Q34
介護が必要
な近親者と同
居している

介護が必要
な近親者と別
居している

介護が必要
な近親者は
いない

答えたくない

度数(⼈) 1 6 20 2 n=29
割合 3.4% 20.7% 69.0% 6.9%

あなたに介護を必要とする近親者はいますか。
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ダイバーシティに関するアンケート［⼤学院⽣（ポスドク含む）］集計結果

Q1
男性 ⼥性 その他 答えたくない

度数(⼈) 100 98 1 1 n=200
割合 50.0% 49.0% 0.5% 0.5%

Q2
20代以下 30代 40代 50代 60代以上 答えたくない

度数(⼈) 120 54 12 4 2 4 n=196
割合 61.2% 27.6% 6.1% 2.0% 1.0% 2.0%

Q3
⼈⽂社会科
学 ⾃然科学 医⻭薬学 その他 答えたくない

度数(⼈) 46 85 64 2 2 n=199
割合 23.1% 42.7% 32.2% 1.0% 1.0%

Q4
はい いいえ 答えたくない

度数(⼈) 79 119 2 n=200
割合 39.5% 59.5% 1.0%

Q5
ある ない 答えたくない

度数(⼈) 76 117 3 n=196
割合 38.8% 59.7% 1.5%

Q6
博⼠前期課
程・修⼠課
程

博⼠後期課
程・博⼠課
程

専⾨職学位
課程 研究⽣ ポスドク 答えたくない

度数(⼈) 95 72 5 14 11 1 n=198
割合 48.0% 36.4% 2.5% 7.1% 5.6% 0.5%

Q7

38.75時間
未満

38.75時間
以上50時間
未満

50時間以上
60時間未満

60時間以上
70時間未満

70時間以上
80時間未満 80時間以上

度数(⼈) 58 65 36 20 8 8 n=195
割合 29.7% 33.3% 18.5% 10.3% 4.1% 4.1%

Q8

※平成28年度社会⽣活基本調査「妻の家事時間階級」に沿って集計

なし 1時間未満 1時間以上2
時間未満

2時間以上3
時間未満

3時間以上4
時間未満

4時間以上5
時間未満

5時間以上6
時間未満 6時間以上

度数(⼈) 6 5 47 48 28 10 14 28 n=186
割合 3.2% 2.7% 25.3% 25.8% 15.1% 5.4% 7.5% 15.1%

Q9

1 そう思う 2 どちらかとい
えばそう思う

3 どちらかとい
えばそう思わ
ない

4 思わない

度数(⼈) 23 66 39 72 n=200
割合 11.5% 33.0% 19.5% 36.0%

度数(⼈) 7 38 59 96 n=200
割合 3.5% 19.0% 29.5% 48.0%

度数(⼈) 4 14 57 125 n=200
割合 2.0% 7.0% 28.5% 62.5%

度数(⼈) 147 37 5 11 n=200
割合 73.5% 18.5% 2.5% 5.5%

Q10

1 とてもあて
はまる

2 ややあては
まる

3 どちらともい
えない

4 あまりあて
はまらない

5 全くあては
まらない

度数(⼈) 16 48 48 39 49 n=200
割合 8.0% 24.0% 24.0% 19.5% 24.5%

度数(⼈) 7 33 43 45 72 n=200
割合 3.5% 16.5% 21.5% 22.5% 36.0%

度数(⼈) 6 39 42 43 70 n=200
割合 3.0% 19.5% 21.0% 21.5% 35.0%

度数(⼈) 13 61 41 36 49 n=200
割合 6.5% 30.5% 20.5% 18.0% 24.5%

(1) 家族を（経済的に）養うのは男性の役割だ

(2) ⼦どもが3歳くらいまでは、⺟親は仕事を持たず、育児
に専念すべきだ

(3) 男性は外で働き、⼥性は家庭を守るべきである

(4) 男性と⼥性は、どちらも仕事と家事・育児・介護の両
⽴ができたほうがよい

(1) ⼥性は⽂系、男性は理系という社会
通念のため
(2) ⾼校で⼥性には⽂系、男性には理系
の進路を勧めるため
(3) 親が⼥性には⽂系、男性には理系の
進路を期待するため
(4) ⼥性は⽂系科⽬が得意で、男性は理
数系科⽬が得意であるため

あなたの所属する課程は次のうちどれですか。

あなたは学部卒業後（博⼠後期課程の⽅は博⼠前期課程修了後も含む）に社会⼈経験（勤務経験）がありますか。

あなたは留学⽣ですか。

あなたの専⾨分野は、次のうちどれですか。

あなたは2021年2⽉1⽇現在で何歳ですか。

あなたの性別を教えてください。

⼥⼦学⽣の⽐率は、⽂系では⽐較的多く、理系では⽐較的少ない傾向にあります。その理由として、以下の事柄はどの程度あてはまると思いますか。

次の意⾒について、あなたはどのように思いますか。あなたの気持ちにもっとも近いものを選び、それぞれの回答欄の該当するものを選択してください。

あなたは、平⽇1⽇に平均何時間くらい家事（炊事、洗濯、掃除、買い物、家計管理など家庭での⽇常⽣活に関する様々な仕事や作業）・育児・介護に費やし
ていますか。（半⾓の数値を直接⼊⼒してください）

あなたは、1 週間に平均何時間くらい研究や学修に費やしていますか。⾃宅での仕事時間も含めて答えてください。

１－４．大学院生
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度数(⼈) 24 79 43 31 23 n=200
割合 12.0% 39.5% 21.5% 15.5% 11.5%

Q11

評価できる どちらかという
と評価できる

どちらかという
と評価できな
い

評価できない
男⼥共同参
画室の取り組
みを知らない

度数(⼈) 28 31 11 11 109 n=190
割合 14.7% 16.3% 5.8% 5.8% 57.4%

Q12
⼗分に図られ
ている

やや図られて
いる

あまり図られ
ていない

全く図られて
いない わからない

度数(⼈) 24 52 40 12 71 n=199
割合 12.1% 26.1% 20.1% 6.0% 35.7%

Q13(1)

⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 33 116 23 3 20 n=195
割合 16.9% 59.5% 11.8% 1.5% 10.3%

Q14(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 26 49 11 1 107 n=194
割合 13.4% 25.3% 5.7% 0.5% 55.2%

Q15(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 32 51 19 1 91 n=194
割合 16.5% 26.3% 9.8% 0.5% 46.9%

Q16(1)

⾒聞きしたこ
とがある

⾒聞きしたこ
とはない わからない

度数(⼈) 27 117 51 n=195
割合 13.8% 60.0% 26.2%

Q17(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 21 33 53 25 59 n=191
割合 11.0% 17.3% 27.7% 13.1% 30.9%

Q18(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 18 24 19 4 119 n=184
割合 9.8% 13.0% 10.3% 2.2% 64.7%

Q19(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 16 28 21 10 114 n=189
割合 8.5% 14.8% 11.1% 5.3% 60.3%

Q20(1)
⼗分に整備さ
れている

やや整備され
ている

あまり整備さ
れていない

全く整備され
ていない わからない

度数(⼈) 33 78 27 7 53 n=198
割合 16.7% 39.4% 13.6% 3.5% 26.8%

Q21(1)
⼗分にある ややある あまりない 全くない わからない

度数(⼈) 32 64 33 4 66 n=199
割合 16.1% 32.2% 16.6% 2.0% 33.2%

Q22

1 とても有効 2 やや有効 3 どちらともい
えない

4 あまり有効
でない

5 全く有効で
ない

度数(⼈) 67 79 45 3 5 n=199
割合 33.7% 39.7% 22.6% 1.5% 2.5%

(5) ロールモデルとなるような理系の⼥性研
究者・教員が少ないため

(1) 育児・介護と研究を両⽴するための相談窓⼝

⼀般的に、⼤学での研究職がより魅⼒的になり、また⼤学での研究を継続しやすくなるために、次のような⽀援は有効だと思いますか。

本学では、海外からの研究者・学⽣が、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、海外からの研究者・学⽣が必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティが、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティが必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

本学では、セクシュアルマイノリティに配慮した設備（トイレ・更⾐室等）が整備されていると思いますか。

本学で、セクシュアルマイノリティヘの差別的な⾔動や場⾯を⾒聞きしたことがありますか。（⼤学キャンパス内外を問わず、正課外活動や懇親会など本学が実施する
諸活動を含みます。）

本学では、障がい者・障がい学⽣が、配慮を必要とする時に申し出やすい雰囲気があると思いますか。

本学では、障がい者・障がい学⽣が必要とする⽀援について、相談先が整備されていると思いますか。

本学では、障がい者・障がい学⽣に配慮したバリアフリー設備（点字や⾳声等情報保障のある案内・トイレ・スロープ・エレベーター等）が整備されていると思います
か。

本学では、障害者差別解消法が定められていることについて、周知が図られていると思いますか。

岡⼭⼤学におけるこれまでの男⼥共同参画室の取り組みを評価できますか。

171



度数(⼈) 81 74 41 1 2 n=199
割合 40.7% 37.2% 20.6% 0.5% 1.0%

度数(⼈) 82 76 37 1 3 n=199
割合 41.2% 38.2% 18.6% 0.5% 1.5%

度数(⼈) 75 73 45 3 3 n=199
割合 37.7% 36.7% 22.6% 1.5% 1.5%

度数(⼈) 97 61 39 0 2 n=199
割合 48.7% 30.7% 19.6% 0.0% 1.0%

度数(⼈) 93 67 35 1 3 n=199
割合 46.7% 33.7% 17.6% 0.5% 1.5%

度数(⼈) 97 68 28 3 3 n=199
割合 48.7% 34.2% 14.1% 1.5% 1.5%

度数(⼈) 78 74 34 8 5 n=199
割合 39.2% 37.2% 17.1% 4.0% 2.5%

度数(⼈) 96 63 34 3 3 n=199
割合 48.2% 31.7% 17.1% 1.5% 1.5%

度数(⼈) 63 57 64 8 7 n=199
割合 31.7% 28.6% 32.2% 4.0% 3.5%

度数(⼈) 67 67 49 11 5 n=199
割合 33.7% 33.7% 24.6% 5.5% 2.5%

度数(⼈) 70 73 48 2 6 n=199
割合 35.2% 36.7% 24.1% 1.0% 3.0%

度数(⼈) 84 71 38 3 3 n=199
割合 42.2% 35.7% 19.1% 1.5% 1.5%

度数(⼈) 67 70 51 6 5 n=199
割合 33.7% 35.2% 25.6% 3.0% 2.5%

度数(⼈) 81 72 34 6 6 n=199
割合 40.7% 36.2% 17.1% 3.0% 3.0%

度数(⼈) 96 74 19 5 5 n=199
割合 48.2% 37.2% 9.5% 2.5% 2.5%

Q23

度数(⼈) n=178
割合

Q24

度数(⼈)

割合

度数(⼈)

割合

度数(⼈)

割合

度数(⼈)

割合

Q25

1 いつも感じ
る

2 とてもよく感
じる 3 よく感じる 4 時々感じる 5 めったに感

じない
6 ほとんど感
じない

7 そのように
感じたことは
⼀度もない

度数(⼈) 21 37 36 67 21 7 8 n=197
割合 10.7% 18.8% 18.3% 34.0% 10.7% 3.6% 4.1%

度数(⼈) 22 33 43 53 27 8 11 n=197
割合 11.2% 16.8% 21.8% 26.9% 13.7% 4.1% 5.6%

度数(⼈) 38 43 47 46 14 6 3 n=197
割合 19.3% 21.8% 23.9% 23.4% 7.1% 3.0% 1.5%

度数(⼈) 27 36 45 57 19 5 8 n=197
割合 13.7% 18.3% 22.8% 28.9% 9.6% 2.5% 4.1%

(2) 学内保育所

(3) （保育所に通えない時の）病児・病後児保育

(4) 学内学童保育所（常設）

(5) 育児に関する費⽤補助・休学・復学⽀援制度の充実

(6) 介護に関する費⽤補助・休学・復学⽀援制度の充実

(7) 疾患の治療と仕事の両⽴に関する費⽤補助・休学・
復学⽀援制度の充実

25 3 n=125

20.0% 2.4%

15.2% 14.4% 2.4% 3.2% 20.8%
外国⼈教員や留学⽣に配
慮しだ情報伝達のしくみ
（英語・やさしい⽇本語での
表記、⽂書のデータ提供）

その他　具体的に

短時間勤務制度 研究者のためのメンタープロ
グラム

障がい者に配慮した設備、
⽀援、制度

セクシュアルマイノリティに配
慮した設備、⽀援、制度

外国⼈教員や留学⽣のため
の⽇本語教育の充実

19 18 3 4 26

⼥性研究者の積極的採⽤
制度

16 17 28 20 17

12.8% 13.6% 22.4% 16.0% 13.6%

今は必要ではないが、将来
必要になると思う

今は必要ではないが、過去
に必要としていた

過去も、今も、将来も必要
ではない

49 79 16

介護に関する費⽤補助・休
学・復学⽀援制度の充実

疾患の治療と仕事の両⽴に
関する費⽤補助・休学・復
学⽀援制度の充実

在宅勤務制度
セクシュアル・ハラスメントやア
カデミック・ハラスメントのない
環境づくり

23.2%

29

育児・介護と研究を両⽴す
るための相談窓⼝ 学内保育所 （保育所に通えない時の）

病児・病後児保育 学内学童保育所（常設） 育児に関する費⽤補助・休
学・復学⽀援制度の充実

31 25 16 30

24.8% 20.0% 12.8% 24.0%

あなたは、岡⼭⼤学で研究をする上で、次のようなことを感じていますか。

(1) 研究をしていると、活⼒
がみなぎるように感じる
(2) 研究室では、元気が出
て精⼒的になるように感じる

(3) 研究に熱⼼である

(4) 研究は、私に活⼒を与
えてくれる

【Q23で、「今、必要である」または「今は必要ではないが、将来必要になると思う」を選択した⽅にお尋ねします】あなた⾃⾝が岡⼭⼤学での研究を継続する上で、
今、あるいは将来もっとも必要と思われる⽀援を次のうちから 3 つまで選んでください。

あなた⾃⾝が岡⼭⼤学での研究を継続する上で、Q22に掲げたような⽀援を今、あるいは将来必要としていますか。または過去に必要としていましたか 。

34
27.5% 44.4% 9.0% 19.1%

(15) 外国⼈教員や留学⽣のための⽇本語教育の充実

(16) 外国⼈教員や留学⽣に配慮した情報伝達のしくみ
（英語・やさしい⽇本語での表記、⽂書のデータ提供）

(8) 在宅勤務制度

(9) セクシュアル・ハラスメントやアカデミック・ハラスメントのな
い環境づくり

(10) ⼥性研究者の積極的採⽤制度

(11) 短時間勤務制度

(12) 研究者のためのメンタープログラム

(13) 障がい者に配慮した設備、⽀援、制度

(14) セクシュアルマイノリティに配慮した設備、⽀援、制度

今、必要である
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度数(⼈) 17 27 36 52 34 17 14 n=197
割合 8.6% 13.7% 18.3% 26.4% 17.3% 8.6% 7.1%

度数(⼈) 30 35 42 49 26 7 8 n=197
割合 15.2% 17.8% 21.3% 24.9% 13.2% 3.6% 4.1%

度数(⼈) 37 34 48 49 15 8 6 n=197
割合 18.8% 17.3% 24.4% 24.9% 7.6% 4.1% 3.0%

度数(⼈) 26 30 44 53 26 11 7 n=197
割合 13.2% 15.2% 22.3% 26.9% 13.2% 5.6% 3.6%

度数(⼈) 25 34 45 52 25 11 5 n=197
割合 12.7% 17.3% 22.8% 26.4% 12.7% 5.6% 2.5%

Q26
1 とてもそう
思う

2 ややそう思
う

3 どちらともい
えない

4 あまりそう
思わない

5 全くそう思
わない

度数(⼈) 21 44 45 46 42 n=198
割合 10.6% 22.2% 22.7% 23.2% 21.2%

度数(⼈) 22 44 46 52 34 n=198
割合 11.1% 22.2% 23.2% 26.3% 17.2%

度数(⼈) 26 65 52 31 24 n=198
割合 13.1% 32.8% 26.3% 15.7% 12.1%

度数(⼈) 9 17 32 56 84 n=198
割合 4.5% 8.6% 16.2% 28.3% 42.4%

度数(⼈) 22 31 33 49 63 n=198
割合 11.1% 15.7% 16.7% 24.7% 31.8%

度数(⼈) 12 25 25 50 86 n=198
割合 6.1% 12.6% 12.6% 25.3% 43.4%

度数(⼈) 9 21 34 44 90 n=198
割合 4.5% 10.6% 17.2% 22.2% 45.5%

度数(⼈) 9 8 30 31 120 n=198
割合 4.5% 4.0% 15.2% 15.7% 60.6%

度数(⼈) 13 19 33 37 96 n=198
割合 6.6% 9.6% 16.7% 18.7% 48.5%

度数(⼈) 17 34 33 54 60 n=198
割合 8.6% 17.2% 16.7% 27.3% 30.3%

度数(⼈) 12 24 37 54 71 n=198
割合 6.1% 12.1% 18.7% 27.3% 35.9%

度数(⼈) 13 34 51 40 60 n=198
割合 6.6% 17.2% 25.8% 20.2% 30.3%

Q27

よく知っていた ある程度知っ
ていた

あまり知らな
かった

全く知らなかっ
た

度数(⼈) 37 57 34 69 n=197
割合 18.8% 28.9% 17.3% 35.0%

Q28

0 1 2 3 4 5 6
度数(⼈) 2 2 8 11 16 34 26

割合 1.1% 1.1% 4.2% 5.8% 8.4% 17.9% 13.7%
7 8 9 10

度数(⼈) 34 37 15 5 n=190
割合 17.9% 19.5% 7.9% 2.6%

Q29

知っていた 知らなかった
度数(⼈) 46 142 n=188

割合 24.5% 75.5%

Q31

現在、配偶
者がいる

いない（死別
または離別し
た）

いない（結婚
したことはな
い）

答えたくない

度数(⼈) 53 11 131 1 n=196
割合 27.0% 5.6% 66.8% 0.5%

Q32

無職 パートタイム
勤務

フルタイム勤
務 ⾃営業 ⼤学院⽣ その他 答えたくない

度数(⼈) 10 4 25 1 7 3 3 n=53
割合 18.9% 7.5% 47.2% 1.9% 13.2% 5.7% 5.7%

(5) 困ったときに気軽に相談できる同性が
⾝近にいない

(6) 教員との⼈間関係に悩んでいる

(7) 学⽣間の⼈間関係に悩んでいる

(8) ⾃分⾃⾝または周りの学⽣がセクシュア
ル・ハラスメントを受けている（受けたことがあ
(9) ⾃分⾃⾝または周りの学⽣がアカデミッ
ク・ハラスメントを受けている（受けたことがあ
(10) 家族のための時間が⼗分に確保でき
ない
(11) 研究⽣活について家族や周囲の理
解が少ない
(12) ⼥性のほうが就職に関して不利だと
思う。

【Q31で「現在、配偶者がいる」を選択した⽅にお尋ねします】配偶者の勤務状況について、次のうちあてはまるものを選択してください。

あなたには、現在、配偶者がいますか。 （婚姻届の有無は問いません）

岡⼭⼤学では、すべての構成員が働きやすく学びやすい⼤学を指⽬して、平成21年度に  策定された「岡⼭⼤学ダイバーシティポリシー」を⾒直し、 「岡⼭⼤学ダイ
バーシティ＆インクルージョンポリシー」の策定を進めています。岡⼭⼤学にダイバーシティポリシーがあることをあなたは知っていましたか。

あなた⾃⾝の現在の幸福度についての質問です。ハシゴを想像してみてください。ハシゴの各段には数字が降ってあり、ハシゴを上るにつれて数字は⼤きくなっていきま
す。最下段は“０'ʼで、最上段ぱʻ10”です。最上段はあなたにとってʼ'最⾼の⼈⽣“で、最下段は'ʼ最低の⼈⽣ʻʻです。今現在、あなたはハシゴの何段⽬に⽴っていると
思いますか。

あなたは、ウェルビーイングの概念を知っていましたか。

あなたは、岡⼭⼤学で研究をする上で、次のようなことを感じていますか。

(5) 朝に⽬が覚めると、さあ
研究へ⾏こう、という気持ち
(6) 研究に没頭していると
き、幸せだと感じる
(7) ⾃分の研究に誇りを感
じる
(8) 私は研究にのめり込んで
いる
(9) 研究をしていると、つい
夢中になってしまう

(1) 研究や実験などの拘束時間が⻑い

(2) 研究のための時間が⼗分に確保できな
い

(3) 体⼒的にきつい時がある

(4) 研究室の雰囲気が男性または⼥性中
⼼でなじめないことがある
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Q33
いる いない 答えたくない

度数(⼈) 26 149 8 n=183
割合 14.2% 81.4% 4.4%

Q34
介護が必要
な近親者と同
居している

介護が必要
な近親者と別
居している

介護が必要
な近親者は
いない

答えたくない

度数(⼈) 5 22 144 24 n=195
割合 2.6% 11.3% 73.8% 12.3%

あなたに介護を必要とする近親者はいますか。

あなたに⾼校⽣までのお⼦さんはいますか。
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資料２．ダイバーシティに関するアンケート

２－１．教員用和文
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２－２．教員用英文
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２－３．職員用
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２－４．平易な和文版
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２－５．附属学校教員用
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２－６．大学院生用和文
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２－７．大学院生用英文
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岡山大学ダイバーシティ＆インクルージョンポリシー 

令和３年５月１９日制定 

岡山大学は，多様な属性・個性を持つ一人一人の構成員が，互いの価値を理解

し合い尊重し，それぞれの特性を活かして共に成長できる大学となります。その

ために，ジェンダー，国籍，年齢，障がいの有無だけでなく，価値観，セクシャ

リティ，働き方等の多様性を認め合い，様々なステークホルダーと協働するため

の風土を醸成します。  

このようなダイバーシティ＆インクルージョンの実践により，大学組織の創造

性，革新性，しなやかさをより一層高め，本学の目的である「人類社会の持続的

進化のための新たなパラダイム構築」を目指します。そして，サステナビリティ

とウェルビーイングを追究する研究大学として，新たな価値を創造し, 誰一人取

り残さない共生社会の実現に寄与します。  

ここに本学は，「岡山大学ダイバーシティポリシー」（平成 21 年 10 月 20 日

制定）を基盤に「岡山大学ダイバーシティ＆インクルージョンポリシー」を制定

し，すべての構成員共通の価値と位置づけ，そのもとで行動していきます。  

資料３．岡山大学ダイバーシティ＆インクルージョンポリシー
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岡山大学におけるダイバーシティ＆インクルージョンの推進について 

令和 4 年 4 月 1 日 
国立大学法人岡山大学 

岡山大学は、ダイバーシティ＆インクルージョン企画推進委員会からの提言（令和３年４
月７日及び令和３年１２月１４日）を踏まえ、ダイバーシティ＆インクルージョンポリシー
（令和３年５月１９日制定）に基づき、第 4 期中期目標期間において以下の課題に取り組
みます。 

記 

1． 「ジェンダー平等」達成に向けて
「ジェンダー平等」の実現に向けた環境整備は、第 4 期中期目標期間において重点的に

取り組むべき課題である。そのため、引き続き、女性教員の採用加速と育成支援、昇任に向
けた取組み及び管理職員（課長級以上）に占める女性職員割合の向上に向けた取組みを強化
していく。特に、男女共同参画に関しては数値目標の達成が重要であり、2030 年に向けて
可能な限り早期に、教員における女性教員比率 30%、上位職として教授 25%、准教授 30％、
事務職員における女性管理職比率 30％の達成を目指す。 

2．多様な文化的背景を持つ構成員の包摂に向けて 
 留学生や外国人教職員をはじめとする多様な文化的背景を持つ構成員が、他の構成員と
協働し、その能力を十分に発揮できる環境を整備する必要がある。そのため、本学における
ニーズ調査や他大学での取組み例の調査を踏まえ、制度面及び設備面において、必要な対策
を講じる。

3．障がい者の労働環境の充実に向けて 
障がい者が安心して働けるよう、就労環境の整備・充実が求められる。そのためには、仕

事内容・賃金体系の多様化を図るとともに、支援員のほか管理的職員の処遇の見直しを図り、
さらに、研修等による全構成員の意識啓発を図りながら、グッドジョブセンター一元化の現
状から各部局での就労へと、就労体系の転換・加速を図る必要がある。 

4．ライフステージに応じた働き方・学び方の支援に向けた組織ダイバーシティの推進 
出産・育児、介護等との両立など、様々なライフステージに応じた働き方・学び方を実現

できる大学を目指して、本学におけるニーズ調査や他大学での取組み例の調査を踏まえ、制
度面及び設備面において、必要な対策を講じる。また、男性の子育てへの参画を促進するた
め、第 4 期前半に男性の育児休業取得率 30％を達成する必要がある。 

18 歳人口の減少が続く中、組織的なダイバーシティの推進により、シルバー世代、育児
等の理由で一度職場を離れた世代、キャリアアップをめざす就労世代等、様々な世代を大学
に取り込み、キャンパス内の多様化を図る。 

 全体に通じる課題として、ハラスメント相談体制を含めた現行の各種相談体制を D&I の
推進という観点を踏まえ見直すとともに、D&I 推進の主体となる組織の強化・一体化を図
る。また、全体及び対象別の効果的な研修会等の実施により、D&I 推進に向けた意識啓発を
継続的に行う。 

以上 

資料４．岡山大学におけるダイバーシティ＆インクルージョンの推進について
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岡⼭⼤学におけるD&I
の取り組みについて

令和4年12⽉9⽇(⾦)
全国ダイバーシティネットワークシンポジウム

岡⼭⼤学 ダイバーシティ推進本部男⼥共同参画室⻑
岡⼭⼤学病院ダイバーシティー推進センター⻑
⽚岡仁美

1

R3 ダイバーシティ＆インクルージョンポリシー策定

1

資料５．岡山大学におけるD&Iの取り組みについて
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2

R3 ダイバーシティ＆インクルージョンポリシー策定

2

3

岡⼭⼤学のダイバーシティ推進体制（R4~)

3
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

★ H21〜H23 ⼥性研究者⽀援モデル育成事業

▶ H21〜 ウーマン・テニュア・トラック（WTT）制 実施

▶ H21〜 学内病児保育所 設置

▶ H27〜 ⼥性教員特別昇任（ポストアップ）制度 実施

4

▶ H21〜 ダイバーシティ推進本部 設置
▶ H21〜 ⼥性サポート相談室 設置 ▶ R2〜 相談体制 拡充▶ H29〜 ワークライフ・

ファミリーサポート室に変更

・H22
1回⽬くるみん 認定

★ H23〜R1 テニュアトラック普及・定着事業

★ R1〜R6 ダイバーシティ研究環境
実現イニシアティブ（先端型）

▶ R1〜 ポストアップ plus 制度

・H27
2回⽬くるみん 認定

・H30
3回⽬くるみん 認定

岡⼭⼤学のダイバーシティ推進プロセス

▶ R1〜 吉備の国⼥性研究者・
技術者ネットワーク 構築

▶ H30〜 全国ダイバーシティ
ネットワーク組織 参画

補
助
事
業

体
制
整
備

制
度
整
備

ネ

ト
ワ

ク

▶ R2〜WTTJｒ研究員制度

★ H27〜R3 ダイバーシティ研究環境
実現イニシアティブ（特⾊型）

▶ R4〜夜間保育
▶ R3〜D&I推進委員会

5

H21〜H23 ⼥性研究者⽀援モデル育成事業
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6

H21〜H23 ⼥性研究者⽀援モデル育成事業

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 合計
(13年間)

WTT教員採⽤実績 4⼈ 3⼈ 4⼈ 3⼈ 2⼈ 3⼈ 1⼈ 3⼈ 1⼈ 1⼈ 1⼈ 1⼈ 1⼈
28⼈

テニュア取得教
（累計） 0⼈ 0⼈ 0⼈ 4⼈ 7⼈ 10

⼈
11
⼈

12
⼈

15
⼈

17
⼈

20
⼈

21
⼈

23
⼈

H27〜R3ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特⾊型）

7

⼥性教員増を図る積極的取組
・⼥性限定公募（WTT制）

・全ての公募で⼥性応募を歓迎

Upgrade

Empowerment Support

01

02 03

01 Upgrade

02 Empowerment

03 Support

・ポストアップ制度
・教員選考過程への⼥性の参画
・教員評価・選考過程でのライフイベントの配慮
・キャリア継続⽀援システム

01 Upgrade

・研究マネジメント⼒涵養
・ナレッジマネジメント⼒向上

02 Empowerment

・研究⽀援
・ファミリーサポート
・カウンセリング

03 Support
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H27〜R3ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特⾊型）

8

６つの
事業⽬標

１
２

３

４

５

６

ポストアップ制度により

⼥性研究者10⼈以上
を上位職に登⽤

業績評価・

⼈事評価の際に

ライフイベント
を考慮する

システム
を構築

⼥性研究者による

共同研究５件、
国内研究集会

２件、国際研究
集会１件の

開催等を

⽀援

⼥性研究者の

外部資⾦獲得数・
研究発表数等の３割増加

継続的な
キャリア形成を

可能にする
システム

を構築

⼥性のみ

ならず男性も

含めたカウンセ
リング・ファミ

リーサポート
システムを構築

35 ％ 23.0 ％

14.5 ％

３つの
数値⽬標

※1 … 教授、准教授、講師、助教、研究員
※2 … 学⻑、理事、監事、副学⻑、

教授、准教授、講師

概 要

●若⼿研究者の育成
●指導的⽴場の

研究者の育成

●留学⽀援
●研究⼒向上

メンター制
各種セミナー

●セイフティネット
●ピアサポートネット

241

●持続可能な発展
●研究者⾃⾝が健康で輝くSustainable

Health 
promoting

Innovation

Network

Empowerment

R1〜R6 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）
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2

●若⼿研究者育成：WTT Jr制度
→ ⼥性研究者採⽤⽐率45%（⾃然科学系40%）

●指導者育成：ポストアップplus制度
→ 6年間で⼥性研究者10⼈以上を上位職に登⽤

Empowerment

●海外派遣制度・メンター制度・セミナー
→ 研究⼒強化により外部資⾦獲得↑

研究業績等3割増加
Innovation

●次世代育成⽀援・ピアサポート
→ ⼀時保育導⼊、学童保育拡充による

育児環境整備とピアサポート
安⼼して研究に従事し継続したキャリア構築

Network

●持続可能な発展

●能⼒を磨き、研究者⾃⾝が健康で輝く！

Sustainable
development

Health 
promotion

⽬標・⾏動計画R1〜R6 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）

10

⼥性研究者⽀援事業：研究⼒の向上

11

研究費獲得セミナー
英語論⽂書き⽅セミナー
研究室マネジメント

●研究スキルアップ講座（年数回）

●⼥性研究者シーズ発信会（年１回）

●研究⽀援員配置

●⼥性研究者のためのメンタープログラム（年数名）

●⼥性教員研究助成⾦（他機関訪問型、マネジメント⼒向上型、
国際学会発表型、研究費配分型）

●復職⽀援助成⾦

●よろず相談プログラム

⼥性研究者の研究紹介
→共同研究への発展
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⼥性研究者⽀援（助成⾦）実績

復職⽀援
助成⾦

⼥性教員⽀援助成⾦
研究⽀援員事業

利⽤者他機関訪問型 マネジメント⼒
向上⽀援型 国際学会発表型 研究費配分型

復職者へ
研究費を配分

他機関を訪問
する旅費を助成

研究集会等の
開催費を助成

国際学会発表に
係る旅費を助成

研究⼒向上のた
め研究費を配分

研究補助業務
従事者を雇⽤

H 27 ８ ― ― ― ― 10

H 28 ５ ７ ３ ― ― 16

H 29 ７ ７ ３ ― ― 14

H 30 ３ ３ ２ １ ― 11

R１ ７ ７ ０ ４ ― 12

R２ ３ ２ １ １ 11 12

R 3 3 0 0 3 16 17

合計 36 26 9 9 26 92

12

R2 新設

申請前(H26)

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

H26 R2

54.1 %

3割増加
⽬標値：50.0％

H26 R2

研究⼒の向上：外部資⾦獲得数・研究発表数

13

0

50

100

150

200

H26 R2

3割増加
⽬標値：138件

106 件

⼥性教員採択件数
…教授、准教授・講師、助教

106 件

161 件R2

科学研究費採択件数の内の
科学研究費採択⽐率
…教授、准教授・講師、助教

38.4 ％

54.1 ％R2

⼥性教員在職者の内の

申請前(H26)

１
２
３４５

６

161件
3割増加
⽬標値：348件

研究発表数（論⽂発表数）

268件

414件R2

⼥性研究者の

申請前(H26)

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450

414件

38.4 %
268件
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 ⼥性教員特別昇任(ポストアップ)制度
⼥性教員の上位職への登⽤促進のため、⼥性准教授・講
師・助教で、昇任が可能と評価された⼥性教員(特別契約
職員除く)で、概ね５年以内に部局の当該ポストを利⽤可
能な者を対象とし、それぞれ上位職(教授または准教授)へ
昇任させることを促す制度

選考⽅法
①部局から適任者を推薦
②ポストアップ審査委員会において審査、候補者を選考
③候補者を部局教授会で承認

⼈件費
全学⼈件費(昇任前後の給与差額を全学で負担)
部局の当該ポストを使⽤するまで最⼤5年間

 ⼥性教員特別昇任（ポストアップPlus）制度
概ね3年以内に部局の当該ポストへの昇任の可能性を有す
る助教以上の⼥性教員を対象として、海外派遣等の研究⽀
援を⾏い、その成果を評価して上位職に登⽤する制度。

ポストを確保でき次第
部局ポストへ

１ ２
３４５

６

【ポスト(⼈件費)全学拠出】

【ポスト(⼈件費)部局拠出】

ポストアップ審査委員会による審査

助教・講師 准教授

研
究
員

助
教

講
師

准
教
授

教
授

准教授 教授

最⼤5年間

⽬標の達成状況〔1〕⼥性研究者の上位職登⽤

14

⼥性研究者の上位職登⽤システム

年 度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 合計

上位職昇任実績 1 ⼈ 3 ⼈ 3 ⼈ 3 ⼈ １ ⼈ ８* ⼈ ３ ⼈ ２２* ⼈

＊ポストアップPlus 4⼈を含む

⼥性研究者の上位職登⽤実績

⼥性教員特別昇任（ポストアップ・ポストアップPlus）制度による

⾃然科学研究科（理）･･･････ 地球化学・古環境学 ★
⾃然科学研究科（⼯）･･･････ 知能ソフトウェア基礎学

･･･････ 電⼒制御ネットワーク
環境⽣命科学研究科（農）･･･ 糖鎖免疫学

･･･ ゲノム遺伝解析学
･･･ 植物⽣態学
･･･ 樹⽊⽣理⽣態学 ★

環境⽣命科学研究科（環）･･･ 農村計画学
･･･ 環境動態解析

保健学研究科 ･････････････ 看護学 ★
教育学研究科 ･････････････ 美術科教育 ★

･････････････ 発達⽀援系 ★
･････････････ 発達臨床⼼理学 ★
･････････････ 応⽤健康科学 ★

全学教育・学⽣⽀援機構 ･･･ 英語教育学 ★

（＊）ポストアップPlusによる昇任を含む

年度

実績

合計★教授
↑

准教授

准教授 (講師）
↑

助教

H 27 1 ― 1

H 28 ２ １ 3

H 29 １ ２ 3

H 30 ２ １ 3

R１ ― １ 1

R２ 3 ５ ８＊

R 3 １ ２ ３

合計
10 12

22
22

１
２
３４５

６

15

所属・研究分野（★ 教授昇任者）
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採⽤・在職・上位職在職割合の状況

⼥性研究者在職割合

0

5

10

15

20

25

0

100

200

300

400

500

…教授、准教授・講師、
助教、研究員

18.6 ％

21.8 ％R2

申請時(H27)

21.8 %

H27 R2

18.6 %

⽬標 (23.0 %)⽬標 (35 %)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0

20

40

60

80

100

120

140

⼥性研究者採⽤割合
…教授、准教授・講師、

助教、研究員

28.5 ％

37.8 ％R2

H27 R2

37.8%

28.5 %

申請時(H27)

⽬標 (14.5 %)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0

50

100

150

200

H27 R2

⼥性上位職在職割合
…学⻑、理事・副学⻑相当、

教授、准教授・講師

11.8 ％

15.6 ％R2
15.6 %

申請時(H27)

11.8 %

16

任期無し⼥性教員
…教授、准教授・講師、助教

（理系、⽂系すべて含む）

14.6 ％

18.2 ％R2

0

5

10

15

20

0

50

100

150

200

250

300

H26 R2

18.2 %

14.6 %

申請前(H26)

任期有り⼥性教員
…教授、准教授・講師、助教

（理系、⽂系すべて含む）

28.8 ％

24.3 ％R2

0

5

10

15

20

25

30

35

0

20

40

60

80

100

H26 R2

28.8 %
24.3 %

申請前(H26)

0

5

10

15

20

25

0

100

200

300

400

500

⼥性研究者在職割合
…教授、准教授・講師、

助教、研究員

18.6 ％

21.8 ％R2

申請時(H27)

21.8 %

H27 R2

18.6 %

⽬標 (23.0 %)

指標推移：⼥性教員在職⽐率
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指標推移：⼥性教員在職⽐率（理系）

任期無し⼥性教員
…教授、准教授・講師、助教

（理系、⽂系すべて含む）

14.6 ％

18.2 ％

0

5

10

15

20

0

50

100

150

200

250

300

H26 R2

18.2 %

14.6 %

R2

H26

H26 R2

理学・⼯学・農学

…教授、准教授・講師、助教 12.8 %
農学系

18

0

2

4

6

8

10

12

14

3.2 %

2.2 %

7.3 %

7.7%
理学系

5.1 %
⼯学系

任期無し⼥性教員数

指標推移：⼥性教員在職⽐率（理系）

任期無し⼥性教員
…教授、准教授・講師、助教

（理系、⽂系すべて含む）

14.6 ％

18.2 ％

0

5

10

15

20

0

50

100

150

200

250

300

H26 R2

18.2 %

14.6 %

R2

H26

H26 R2

理学・⼯学・農学

…教授、准教授・講師、助教 12.8 %
農学系

19

0

2

4

6

8

10

12

14

3.2 %

2.2 %

7.3 %

7.7%
理学系

5.1 %
⼯学系

任期無し⼥性教員数

クロスアポイントメントによる⼥性教授採⽤

ヘルスシステム統合科学研究科ヘルスシステム統合科学専攻バイオ・創薬部⾨
部局独⾃による⼥性限定公募を実施
→⼯学系にて⼥性教授採⽤（R3.10）

→R3年度：准教授1名採⽤

232



D&Iの取り組みの現状

20

学内３
保育施設

運営WTT制

ポストアップ
制度

各種助成⾦

各種⽀援事業

よろず相談
プログラム セミナー・

イベント

Sustainable
Health promoting
Innovation with
Network and
Empowerment

海外派遣
⽀援事業

WTT Jr 制

ポストアップ
plus制度

研究
スキルアップ

講座広報誌
発⾏

メンター
プログラム

全国的な
ネットワーク

形成

DI（特⾊型）

DI（先端型）

D＆Iの取り組みの現状

21

学内３
保育施設

運営WTT制

ポストアップ
制度

各助成⾦

各⽀援事業

よろず相談
プログラム セミナー・

イベント

Sustainable
Health promoting
Innovation with
Network and
Empowerment

海外派遣
⽀援事業

WTT Jr 制

ポストアップ
plus制度

研究
スキルアップ

講座広報誌
発⾏

メンター
プログラム

全国的な
ネットワーク

形成

新たに定めた岡⼭⼤学ダイバーシティ＆
インクルージョンポリシーのもと、

ダイバーシティ研究環境実現を⽬指すとともに
すべての構成員が輝くことのできる
インクルージョンの推進を⽬指す
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D＆I推進のために、裾野を広げること、継
続することが重要である
横のつながりには⼤きな意義がある

22

まとめ

22

23
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